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秘
伝
の
相
承
と
楽
書
の
生
成

（２
）

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
か
ら

『
舞
楽
古
記
』

へ
―
―

は
じ
め
に

「
三
大
楽
書
」
の

一
つ
と
さ
れ
、
日
本
で
最
初
の
総
合
的
楽
書
と
評

さ
れ
る
狛
近
真
撰

『教
訓
抄
』
を
は
じ
め
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に

か
け
て
、
南
都
に
お
い
て
は
多
く
の
楽
書
が
編
ま
れ
て
い
る
。

現
在
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
近
真
に
よ
る

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
、
近
真
の
孫
朝
葛
の
手
に
な
る

『続
教
訓
抄
』
、
順
良

一房
聖
宣

『舞
楽
府
号
抄
』
、
『
掌
中
要
録
』
、
『掌
中
要
録
秘
曲
』
、
深
観

一房
印
円

『新
撰
要
記
抄
』
、
『
尋
間
妙
』
、
『竹
俳
眼
集
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
春
日
大
社
に
蔵
さ
れ
る

「春
日
楽
書
」
と
よ
ば
れ
る
楽

書
群
が
存
す
る
。
「春
日
楽
書
」
は

『楽
所
補
任
』
二
巻
と
と
も
に
伝

存
し
、
コ
里
麗
曲
』
『輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』
『
舞
楽
古
記
』
『舞
楽
手

記
』
『
楽
記
』
の
あ
わ
せ
て
五
巻
が
伝
わ

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
鎌
倉

期
の
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
南
都
に
お
い
て
編
ま
れ
た
楽
書
は
、
「狛
系
楽
書
群
」
と
も

総
称
さ
れ
、
互
い
に
関
連
の
深
い
も
の
も
存
す
る
。

秘
伝
的
な
性
格
を
有
す
る
楽
書
は
、
多
く
は
秘
事
の
伝
授
や
、
家
の

中
原
　
香
苗

存
亡
の
危
機
に
際
し
て
、
道
の
相
承
に
と
も
な

っ
て
生
成
し
た
と
想
像

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
南
都
で
作
ら
れ
た
楽
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
う
し
た
楽
書
生
成
の
過
程
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
近
真
撰

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
（以
下
、
〔舞

艶
じ

と
略
称
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
伏
見
宮
家
旧
蔵
楽

書
の

一
つ
で
あ
る
。
左
方
唐
楽
の
楽
曲

《
羅
陵
王
》
父
陵
王
》
と
も
）

の
楽
譜
で
、
舞
の
譜
と
笛
の
譜
と
か
ら
な

っ
て
い
る
。
現
存
す
る
舞
譜

の
う
ち
で
も
も

っ
と
も
早
い
時
期
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
高
い
価
値

を
有
す
る
。

前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
譜
と

「春
日
楽
書
」
中
の

『
舞
楽
手
記
』
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
『舞
楽
手
記
』
は
、
近
真

の
臨
終
に
あ
た

っ
て
そ
の
二
人
の
息
子

へ
の
狛
氏
の
最
秘
曲

〈荒
序
〉

伝
授
に
尽
力
し
た
聖
宣
一房
聖
宣
が
編
ん
だ
も
の
で
、
〔舞
譜
〕
を
も
と

に
し
、
〔舞
譜
〕
裏
書
の

一
部
を
も
取
り
込
ん
で
生
成
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
視
点
を
か
え
て
い
え
ば
、
狛
氏
の
楽
統
の
継
承
に
と
も

な

っ
て
、
楽
統
断
絶
の
危
機
を
憂
え
た
興
福
寺
僧
が
、
近
真
筆

〔舞
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譜
〕
を
用
い
て
、
あ
ら
た
な
楽
書
を
作
り
出
し
た
、
そ
の
具
体
的
様
相

に
つ
い
て
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
の
相
承
に
と
も
な

っ

て
、
既
存
の
楽
書
を
利
用
し

つ
つ
新
た
な
楽
書
が
生
み
だ
さ
れ
る
様
相

の

一
端
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の

〔舞
譜
〕
は
、
こ
の
よ
う
に

『
舞
楽
手
記
』
の
成
立
と

深
く
関
わ

っ
て
い
る
が
、
「春
日
楽
書
」
中
の

『舞
楽
古
記
』
（以
下
、

『古
記
』
と
略
称
）
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
〔舞
譜
〕
と

『古
記
』

と
の
連
関
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
家
に
お
け
る
秘
事
の
相
承

に
と
も
な

っ
て
新
た
な
楽
書
が
生
成
さ
れ
る
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を

も
う

一
つ
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
〔舞
譜
〕
と

『古
記
』
と
の
関

連
に
つ
い
て
検
討
し
、
秘
伝
の
相
承
と
楽
書
の
生
成
事
情
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
論
述
の
都
合
上
、
本
稿
は

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
な
ら
び
に

『舞

楽
手
記
』
に
つ
い
て
述
べ
た
前
稿
と
記
述
が
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。

一

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
。
「春
日
楽
書
」
。
『
舞
楽
古
記
』
に
つ
い
て

ａ

〔羅
陵
王
舞
譜
〕

〔舞
譜
〕
と

『
古
記
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
〔舞
譜
〕

の
内
容
と
、
「春
日
楽
書
」
及
び

『古
記
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

ま
ず
、
〔舞
譜
〕
の
構
成
と
裏
書
の

一
覧
を
あ
げ
る
。
裏
書
は
、
譜

と
の
対
応
を
考
慮
し
、
楽
譜
の
冒
頭
か
ら
順
に
番
号
を
付
し
て
掲
げ
た
。

し
た
が

っ
て
、
実
際
に
裏
書
を
読
む
際
に
は
、
裏
書
は
、
構
成
表
で
は

末
尾
に
あ
る
１９
～
‐
へ
と
順
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（羅
陵
王
舞
譜
〕
の
構
成
＊
「　
」
は
、
譜
の
表
現
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
舞
譜

ａ

《羅
陵
王
》
の
構
成

ｂ
　
《羅
陵
王
》
退
場
の
時
、
沙
陀
調
調
子
を
改
め
、
《案
摩
》
を
用
い

る
由
来

ｃ

「舞
出
作
法
」

ｄ

「
乱
序
」

ｅ

「囀
」

ｆ

「唄
序
」

ｇ

「祢
取
」

ｈ

（１
）
「
荒
序
二
四
八
説
　
狛
光
則
之
家
説
」

（２
）
「
一
説
八
方
八
返
様
　
同
家
説
」

・―

（１
）
「
鏡
釘
四
方
各
二
返
様
　
狛
光
近
之
家
説
」

（２
）
「
一
説
八
方
各

一
返
様
　
同
家
説
」

・Ｊ

「略
説
」

「
八
条
中
納
言
家
顕
長
授
進
様
云
々
」

ｋ

「入
破
」

―
　
「入
様
」

ｍ
　
御
賀
の
際
の

〈入
綾
〉
の
故
実
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Π

「龍
笛
荒
序
曲
」

「
一
帖
」
～

「
八
帖
」

奥
書

墨
晏
童
自】

１

「
尾
張
浜
主
之
伝
陵
王
舞
時
頌
文
」
父
囀
〉
の
一
説
）

２

「或
書
云
」
翁
没
日
還
午
楽
」
の
由
来
）

３

「
兼
丸
説
云
、
陵
王
入
時
安
摩

ロ
ク
ロ
ウ
ヲ
吹
、
早
物
。
」

４

「
三
宮
御
記
云
、
新
楽
乱
声
井
陵
王
乱
序
者
双
調
曲
也
。
荒
序
井
入

破
者
渉
陀
調
曲
也
。
」

６５
面
鱗
醸
努
証
赫
尤
証『面の由き

７

「
一
説
　
東
向
天
合
掌
シ
テ
右
見
左
見
天
詠
詞
囀
、
西
向
左
廻
合
掌

シ
テ
左
見
右
見
天
詠
詞
囀
」

８

「囀
第
二
度
舞
様
」
（舞
艶
じ

９

「
口
伝
云
」
（髭
取
手
の
故
実
）

１０

「古
記
云
」
（大
友
成
道
、
鹿
嶋
明
神
よ
り
教
え
を
受
け
る
事
）

＝

「筆
築
者
祢
取
許

（　
）
、
不
吹
荒
序
之
曲
。
雖
有
習
伝
輩
、
依
無

先
例
不
吹
。
入
破
之
時
可
吹
也
。
」

‐２

「
荒
序
旧
記
」

①
　
天
治
元
年

（
一
〓
一四
）
正
月
二
十
九
日

②
　
同
二
年
正
月
十
八
日

③
　
大
治
二
年

（
一
〓
一七
）
正
月
二
十
日

長
承
元
年

（
一
〓
壬
し

八
月
二
十
二
日

同
二
年
二
月
六
日

同
二
年
二
月
七
日

同
二
年
二
月
二
十
六
日

同
三
年
二
月
二
十
日

同
三
年
後
十
二
月
十
四
日

保
延
二
年

（
一
〓
一〓
○

正
月
二
十
三
日

同
二
年
二
月
九
日

同
二
年
二
月
十

一
日

同
年
二
月
十
二
日

仁
安
三
年

（
一
〓
ハ
八
）
正
月
十
九
日

治
承
二
年

（
一
一
七
八
）
正
月
十
八
日

建
暦
二
年

（
〓
一
〓
じ

四
月
八
日

建
保
四
年

（
〓
一
一
工〇

六
月
二
十
七
日

建
保
五
年
正
月
七
日

同
年
二
月
十
五
日

（同
年
同
月
）
十
六
日

承
久
二
年

（
〓
〓
一〇
）
九
月
十
九
日

仁
治
元
年

（
〓
一四
〇
）
十
二
月
十
三
日

同
二
年
二
月
十
五
日

同
年
四
月
四
日

同
三
年
五
月
十
日

（同
年
同
月
）
十

一
日

④ ⑮ ④ ④ ② ④ ⑩ ⑩ ⑬ ① ⑩ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ① ⑩ ⑨ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④



②
　
同
年
八
月
二
十
八
日

④
　
寛
元
二
年

（
〓
一四
四
）
二
月
十
六
日

⑩
　
（同
年
同
月
）
二
十
三
日

‐３

「
入
破
半
帖
舞
例
」

‐４

「
上
下
賭
弓
、
自
加
此
所
拍
子
、
略
説
也
。
」

‐５

「破
第
二
切
半
帖
異
説
」
（舞
載じ

‐６

「
私
所
荒
序
舞
記
」

①
　
保
延
二
年
二
月
七
日

②
　
同
三
年
十

一
月
十
九
日

③
　
保
延
元
年
九
月
十
三
日

④
　
同
十
月
二
日

⑤
　
長
承
三
年
間
七
月
二
十
四
日

⑥
　
長
寛
二
年

（
一
三
ハ
四
）
閏
十
月
二
十
三
日

‐７

「寛
治
五
年

（
一
〇
九

一
）
相
撲
節
、
或
賭
弓
云
々
」

‐８

「
八
帖
秘
説
」
（笛
の
譜
）

‐９

「
口
伝
云
」
（八
方
の
舞
の
折
の
故
実
）

〔舞
譜
〕
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

建
暦
二
年
八
月
十
日
、
〈舞
家
光
則
光
時
、
笛
家
惟
季
清
延
〉
相

伝
譜
等
井
以
口
伝
令
書
写
畢
。
後
代
秘
物
也
。

正
六
位
上
行
左
近
衛
将
監
狛
宿
祢
在
判

（底
本
に
は
朱
点
等
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
し
た
。
〈　
〉
内
は

割
注
、
句
読
点
等
筆
者
、
以
下
同
様
。）

詳
し
い
考
証
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
こ
に
み
え
る

「左
近

衛
将
監
狛
宿
祢
」
は
、
『教
訓
抄
』
の
著
者
狛
近
真
と
推
測
さ
れ
る
。

裏
書
１２

「
荒
序
旧
記
」
⑮
～
⑩
に
は
近
真
没
後
の
年
記
が
見
え
る
が
、

こ
れ
ら
は
近
真
没
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

裏
書
を
も
含
め
た
譜
の
成
立
時
期
は
、
「荒
序
旧
記
」
の
最
新
の
年
記

の
寛
元
二
年
以
降
間
も
な
く
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

〔舞
譜
〕
は
、
大
き
く
分
け
て
Ｉ
舞
譜
と
Ⅱ
笛
譜
の
二
つ
の
部
分
と

か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
部
分
に
裏
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
の
舞
譜
の
部
分
は
、
曲
の
構
成
を
述
べ
る
ａ
か
ら
残
存
し
て
い
る
。

ｂ
に
は
、
《羅
陵
王
》
の
退
場
楽
と
し
て
の
沙
陀
調
調
子
が

《案
摩
》

に
変
え
ら
れ
た
経
緯
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ｃ
以
下
―
ま
で
、
舞
台
に
登
場
し
て
か
ら
退
場
す
る
ま
で
の
実
際
の

舞
の
進
行
に
沿

っ
た
形
で
舞
の
譜
や
舞
様
が
記
さ
れ
て
い
く
。

ｃ

「舞

出
作
法
」
は
、
楽
の
始
め
に
舞
台

へ
入
場
す
る
作
法
で
あ
り
、
ｄ

〈乱

序
〉

ｅ

〈囀
〉
、
ｆ

〈噴
序
〉
は
そ
れ
ぞ
れ

《
羅
陵
王
》
の
曲
の

一
部
、

ｇ
は

〈荒
序
〉
に
先
立

っ
て
演
奏
さ
れ
る

〈音
取
〉
、
ｈ
か
ら
ｊ
ま
で

は

〈荒
序
〉
、
と
い
っ
た
形
で

《
羅
陵
王
》
の
各
部
分
の
舞
が
記
さ
れ

て
い
る
。
〈荒
序
〉
に
関
し
て
は
、
ｈ
と
―
に
そ
れ
ぞ
れ
二
説
、
ｊ
に

は
八
条
中
納
言
藤
原
顕
長
に
授
け
た
と
い
う

「略
説
」
、
Ｉ

「
笛
譜
」

に
も

〈荒
序
〉
の
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
〈荒
序
〉
に
つ
い
て
は
、
あ

わ
せ
て
六
説
も
の
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
〔舞
譜
〕
は
、

「
荒
序
譜
集
成
」
と
い
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ｋ
は
現
在
の
演
奏
で
の

〈当
曲
〉
に
あ
た
る

〈入
破
〉
、
―

「
入
様
」



は
楽
が
終
わ

っ
て
舞
人
が
退
場
す
る
際
の
舞
様
で
あ
る
。

ｍ
は
、
こ
の

「
入
様
」
の

一
種
で
あ
る

〈入
綾
手
〉
に
関
連
し
て
、
御
賀
で
公
卿
の

若
君
が

《
羅
陵
王
》
を
舞
い
、
退
場
す
る
際
の
先
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
に
は
、
舎
ル序
〉

一
帖
か
ら
八
帖
に
至
る
笛
の
譜
が
記
さ
れ
て
お

り
、
笛
譜
を
中
心
に
し
て
、
右
に
笙
、
左
に
纂
築
の
譜
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。

裏
書
は
、
《羅
陵
王
》
の
各
部
分
に
関
す
る
口
伝
や
演
奏
上
の
注
記
、

曲
の
由
来
や

《羅
陵
王
》
に
ま
つ
わ
る
説
話
、
ま
た
は
演
奏
記
録
よ
り

な
る
。
こ
の
う
ち
１２
と
‐６
は
、
と
も
に

〈荒
序
〉
の
演
奏
記
録
で
あ
る
。

ｂ
　
「春
日
楽
書
」
・
『
舞
楽
古
記
』

次
に
、
「春
日
楽
書
」
及
び

『古
記
』
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す

Ｚり
。す
で
に
ふ
れ
た
通
り
、
『
古
記
』
は
、
現
在
春
日
大
社
に
収
蔵
さ
れ

る

「春
日
楽
書
」
中

の

一
書

で
あ
る
。
「春
日
楽
書
」
は
、
『楽
所
補

任
』
二
巻
と
と
も
に

『
舞
楽
古
記
』
『舞
楽
手
記
』
ほ
か
三
巻
の
あ
わ

せ
て
五
巻
が
伝
存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の

で
、
狛
氏
の
楽
統
の
継
承
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
重
要
な
も
の
で
あ

′つ
。「春
日
楽
書
」
の
伝
本
と
し
て
は
、
次
の
六
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（１
）
春
日
大
社
蔵
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
巻

（２
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

　
　
一
一十
二
冊

（３
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
田
安
徳
川
家
蔵
本

二
十
二
冊

（４
）
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
　
　
　
一
一十
冊

（５
）
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
窪
家
旧
蔵
本

十

一
冊

（
一
冊
欠
）

（６
）
故
平
出
久
雄
氏
蔵
本
　
　
　
　
　
　
　
十
二
冊

「椿
細
楽
書
」
の
伝
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
学
の
論
考
に
詳

し
い
が
、
こ
こ
で
も
簡
単
に
ふ
れ
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
に
含

ま
れ
る

『古
記
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ら
は
、
（１
）
の
春
日
大
社
蔵
本
の
ほ
か
、
（２
）
（３
）
（４
）

の
二
十
二
冊
本
系
統
と
、
（５
）
（６
）
の
十
二
冊
本
系
統
の
二
種
類
に

分
類
さ
れ
る
。

（１
）
春
日
大
社
蔵
本

（以
下
、
春
日
本
と
略
称
）

巻
子
本
五
軸
。
冒
同
麗
曲
』
『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』
『
舞
楽
古
記
』

『
舞
楽
手
記
』
『楽
記
』
か
ら
な
る
。
旧
国
宝
、
現
在
は
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

『
古
記
』
は
巻
子
本

一
軸
、
天
地
三
二

。
四

ｍ
、
二
五
紙
。
鎌
倉
期

写
。原
本
未
見
、
本
文
の
検
討
な
ど
は
春
日
大
社
蔵
紙
焼
き
写
真
版
に
よ

る
。
外
題
に

「舞
楽
古
記
一墨
黒
元
暦
」
と
あ
り
、
紙
背
は
、
嘉
元
元
年

貧

三
〇
一こ

。
二
年
の
仮
名
暦
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
に
修
補
さ
れ
て

い
る
。
巻
首
を
欠
き
、
冒
頭
は

「
長
寛
二
年
閏
十
月
廿
三
日
」
の

〈荒
序
〉

上
演
記
録
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。



人
物
名
や
楽
曲
名
、
所
作
、
年
月
日
な
ど
に
合
点
を
施
し
、
朱
点
等

も
多
く
付
さ
れ
て
い
る
。
目
移
り
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
脱
文
や
、
術

字
な
ど
も
存
し
、
こ
う
し
た
脱
文
な
ど
は
、
（２
）
以
下
の
伝
本
に
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ま
た
、
虫
損
部
分
や
、
明
治
期
の
修
補
に
よ
り
文
字
が
読
み
に
く
く

な

っ
た
箇
所
な
ど
が
あ
る
。

（２
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

『楽
書
部
類
』
（特

一
〇
二
乙
・

七
）

袋
綴
二
十
二
冊
。
第
二
十
二
冊

『
楽
部
雑
著
』
の
末
尾
に
、
次
の
識

語
を
有
す
る
。

楽
書
二
十
二
巻
、
古
来
秘
伝
也
。
蔵
在
南
都
興
福
寺
、
不
妄
示
人
。

今
度
新
写

一
部
、
如
正
本
令
校
合
、
所
納
江
戸
御
文
庫
也
。

寛
文
六
年
正
月

こ
の
識
語
か
ら
、
内
閣
文
庫
蔵
本

（以
下
、
内
閣
本
と
略
称
）
は
、
寛

文
六
年

（
Ｉ
ハ
エハ
エＣ

の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
八
冊

『
荒
序
記
』
が

『古
記
』
に
相
当
す
る
。

『荒
序
記
』
は
、
二
八

・
八
×
二
〇

・
六

ｍ
、
三
〇
丁
。

お
お
む
ね
春
日
本
に
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
が
、
春
日
本
と
比
較
す

る
と
、
二
十
二
丁
と
二
十
二
丁
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
と
い
う
錯
簡
が

あ
る
。
ま
た
、
春
日
本
で

「
二
月
十
二
日
」
と
あ
る
の
を

「
二
月
青
」

（七
丁
表
）
と
す
る
な
ど
、
春
日
本
の
文
字
を
読
み
誤

っ
た
か
と
思
わ

れ
る
誤
写
等
も
存
す
る
。

春
日
本
に
見
ら
れ
る
合
点
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
月
日
や
人
名
に
朱

線
が
引
か
れ
て
い
る
。

春
日
本
巻
首
よ
り
も
多
く
記
事
が
残
存
し
、
現
存
の
春
日
本
の
冒
頭

よ
り
前
に
、
年
次
不
明
二
条
、
買
年
月
不
明
）
十
九
日
」
、
「保
延
元
年

九
月
十
三
日
」
、
「同
年
十
月
二
日
」
、
「
長
承
三
年
間
七
月
二
十
四
日
」

の

〈荒
序
〉
上
演
記
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
春
日
本
に
欠
落
す
る
こ

の
箇
所
は
、
内
閣
本
が
書
写
さ
れ
た
近
世
初
期
時
点
に
は
存
在
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

春
日
本
の
欠
落
を
補
え
る
部
分
は
、
も
う

一
箇
所
存
す
る
。
次
節
に

あ
げ
る
構
成
表
で
は
、
『古
記
』
ウ

「荒
序
旧
記
」
⑨
に
あ
た
る
記
事

の
末
尾
に
、

次
抜
頭
。
四
位
少
将
、
教
長
。
　
納
蘇
利
、
〈元
秋
。
時
高
〉
。
（六

丁
表
）

と
の
朱
筆
の
書
入
が
存
す
る
。
こ
れ
は
現
在
の
春
日
本
に
は
な
く
、
該

当
部
分
は
四
紙
か
ら
五
紙

へ
の
紙
移
り
の
箇
所
に
当
た
る
。
春
日
本
で

は
、
四
紙
と
五
紙
の
上
下
が
若
干
ず
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
明

治
期
の
修
補
の
際
に
、
該
当
部
分
が
裁
ち
落
と
さ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の

か
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
内
閣
本
は
、
錯
簡
が
存
す
る
も
の
の
、
春
日
本
の
欠
落

を
補
え
る
箇
所
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
近
世
初
期
の
春
日
本
の
姿

を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。

（３
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
　
田
安
徳
川
家
蔵

『楽
書
』

袋
綴
二
十
二
冊
。
第
六
冊
に

（２
）
の
内
閣
本
と
同
じ
識
語
を
有
す

る
。
『
田
藩
事
実
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）
に
田
安
宗



武
が
江
戸
城
か
ら

「
楽
書
二
十
二
冊
」
を
借
り
出
し
て
お
り
、
そ
れ
を

書
写
し
た
も
の
と
い
鈍
。

第
十
五
冊

「
荒
序
記
　
十
五
」
が

『古
記
』
に
相
当
す
る
。

三
〇

・
三
×
二

一
。
四

ｍ
、
三
〇
丁
。

字
配
り
、
行
取
り
等
も
内
閣
本
を
忠
実
に
書
写
し
て
お
り
、
内
閣
本

の
錯
簡
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。

（４
）
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵

『楽
書
』
（伊
七
六

一
二
一／
一３

冊
子
本
二
十
冊
。
（３
）
と
同
様
、
（２
）
の
内
閣
本
を
書
写
し
た
も

の
。
全
冊
と
も
外
題
に

「楽
書
」
と
記
す
。
第
二
十
冊
末
尾
に

（２
）

と
同
じ
識
語
を
有
す
る
。

『古
記
』
に
相
当
す
る
も
の
は
存
し
な
い
。

（５
）
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
窪
家
旧
蔵
本

仮
綴
十

一
冊
。
本
文
共
紙
表
紙
。

「春
日
楽
書
」
の

『補
任
』
に
相
当
す
る

〔補
任
下
〕
に
次
の
識
語

を
有
す
る
。

此

一
冊
者
、
南
都
春
日
本
談
儀
之
屋

二
有
之
。
働
大
乗
院
御
門
主

信
雅
依
仰
、
令
拝
借
書
写
畢
。

寛
文
拾

〈庚
成
〉
年
林
鐘
吉
辰
　
甲
斐
守
狛
宿
爾
光
逸

こ
れ
に
よ
る
と
、
（５
）
は
寛
文
十
年
七
月
、
春
日
本
談
義
屋
に
伝

来
し
た
楽
書
を
南
都
の
楽
人
狛
光
逸
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

『細
々
要
記
抜
書
』
至
徳
二
年

（
〓
一一八
五
）
六
月
九
日
条
に
、
近
真

の
孫
季
真
の
孫
で
あ
る
狛
真
村
が
、
祖
父
か
ら
相
伝
し
た

「陵
王
荒
序

秘
曲
文
書
」
を
春
日
社
頭
の

「本
談
義
経
蔵
」
に
奉
納
し
た
と
い
う
記

事
が
見
え
る
。
藤
原
重
雄
氏
は
、
こ
こ
で
奉
納
さ
れ
た

「秘
曲
文
書
」

は

「春
日
楽
書
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
が
、
後
述
の
よ
う
に

『古
記
』
の
生
成
に
季
真
が
関
わ

っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
こ
の

「秘
曲
文
書
」
中
に

「春
日
楽
書
」
の

一
部
が
含
ま

れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「
秘
曲
文
書
」
中
に

「春
日
楽
書
」
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る

な
ら
ば
、
南
北
朝
期

に

「本
談
義
経
蔵
」
に
納
め
ら
れ
た

「秘
曲
文

書
」
が
、
江
戸
初
期
に
も

「本
談
義
之
屋
」
に
存
在
し
、
窪
家
本
は
そ

れ
を
拝
借
し
て
書
写
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

現
存
十

一
冊
の
う
ち
、
〔舞
楽
古
記
〕
が
春
日
本

『
古
記
』
に
相
当

す
る
。
〔舞
楽
古
記
〕
は
、
二
八

。
二
×
二

一
。
一
ｍ
、
二
七
丁
。

内
容
的
に
は
内
閣
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
窪
家
旧
蔵
本

（以
下
、
窪

家
本
と
略
称
）
は
、
冒
頭
か
ら
八
丁
表
に
至
る
ま
で
、
内
閣
本
と
は
記

事
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
煩
雑
に
な
る
が
、
次
節
で
掲
出
す
る
構
成
表
を
参
照
し
て
、

窪
家
本
が
内
閣
本
と
相
違
し
て
い
る
箇
所
の
構
成
を
示
す
。

ウ
　
①
　
天
治
元
年

（
一
〓
一四
）
正
月
二
十
九
日

②
　
同
二
年
正
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（
一
オ
）

③
　
大
治
二
年

（
一
〓
一七
）
正
月
二
十
日

④
　
長
承
元
年

（
一
〓
壬
し

八
月
二
十
二
日
　
　
」
（
一
ウ
）

⑤

同
二
年
二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
含
ア
）

⑥
　
同
二
年
二
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（ニ
ウ
）
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⑦

同
二
年
三
月
二
十
六
日

③
　
同
三
年
二
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（三
オ
）

書
入
１

「
同
三
年
間
七
月
廿
四
日
、
有
市
柚
於

一
宮
御
前
、
光
近
陵
王
。

如
形
有
荒
序
。
大
鼓
、
光
時
。
笛
、
行
光
。
納
蘇
利
、
包
則
。
」

（
ア
⑤
に
相
当
）

ウ
　
⑨
　
同
三
年
後
十
二
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
」
（四
オ
）

「此
間
虫
喰
無
之
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（四
ウ
）

ア
　
①
　
記
録
断
片

②
　
「同
　
　
　
日
熊
野
別
当
　
範
堂
供
養
」
、
同
十
九
日

③
　
保
延
元
年

（
一
〓
一五
）
九
月
十
三
日
　
　
　
」
（五
オ
）

④
　
同
十
月
二
日

⑤
　
長
承
三
年

（
一
〓
一一四
）
閏
七
月
二
十
四
日

書
入
２

「保
延
元
年
九
月
十
三
日
、
夜
半
訴
舞
於
住
吉
社
。
依
宿
願
、

狛
光
則
陵
王
荒
序
。
破
、　
一
返
。
大
鼓
、
光
時
打
也
。
笛
、
行

則
。
但
、
乱
序
破
許
也
。
」
　

　

（五
ウ
末
尾
、
ア
③
に
相
当
）

書
入
３

「
同
十
月
二
日
、
宇
治
於
離
宮
宝
前
、
依
宿
願
、
光
則
陵
王
。

有
荒
序
云
。
大
鼓
則
助
打
之
云
々
」（六
オ
冒
頭
、
ア
④
に
相
当
）

保
延
二
年
正
月
二
十
三
日

同
二
年
二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（六
オ
）

同
二
年
二
月
十

一
日

同
年
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（七
ウ
）

長
寛
二
年

（
一
三
ハ
四
）
閏
十
月
二
十
三
日

イ

「入
破
半
帖
舞
例
」

「荒
序
旧
記
」

ウ
　
⑭
　
仁
安
三
年

（
一
三
ハ
八
）
正
月
十
九
日
　
　
　
」
（八
オ
）

こ
れ
を
見
る
と
、
途
中
三
箇
所
の
書
入
を
は
さ
み

つ
つ
、
『
古
記
』

ア
の
荒
序
記
録
Ａ
、
イ

「
入
破
半
帖
舞
例
」
、
ウ

「荒
序
旧
記
」
（荒
序

記
録
Ｂ
）
が
入
り
交
じ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
記
事
の
年
時
に
注
目
す
る
と
、
冒
頭
の
天
治
元
年
か
ら

八
丁
表
の
仁
安
三
年
ま
で
、
記
事
の
年
次
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
が

つ
く
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
来
、
ア
と
ウ
と
は
別
項
目
な
の
で
あ
る
が
、

例
え
ば
次
に
春
日
本
に
よ
っ
て
ア
③
と
ウ
①
を
あ
げ
て
比
較
し
て
み
る

と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
は

〈荒
序
〉
所
作
の
記
録
と
し
て
見
た
場

合
、
大
き
な
相
違
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

・
ア
③
保
延
元
年
九
月
十
三
日
、
夜
半
許
舞
之
。

於
住
吉
社
、
依
宿
願
、
狛
光
則
、
陵
王
。
荒
序
、
破

一
返
。
大

鼓
、
光
時
打
之
。
笛
、
行
則
。
但
乱
序
破
許
也
。

・
ウ
①
天
駒

眩

野

鵡

幣

Ｆ
辰

皆
悉
。
八
切
。
八
噴

一
瓦

納
蘇
利
、
留
畢
。

依
院
宣
、
陵
王
始
舞
之
。
依
右
勝
、
五
度
延
事
。

楽
人
。
笛
、
〔清
〕
延
。
笙
、
時
秋
。
抑
、
時
秀
吹
荒
序
共
、
不

ア      ウ

⑥ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩
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足
言
不
当
也
。
働
則
彼
止
畢
。

こ
れ
を
比
較
す
る
と
、
両
者
は
年
月
日
、
荒
序
の
所
作
が
行
わ
れ
た

場
所
、
荒
序
の
所
作
を
行

っ
た
人
物
や
他
の
舞
を
舞

っ
た
人
、
楽
器
演

奏
者
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
荒
序
の
上
演
記
録
と
し
て
み
た
場
合
、
同

種
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ア
に
は
本
来
項
目
名
が
あ
る
の
だ
が
、
窪
家
本
が
書
写
さ
れ
た
近
世

初
期
の
時
点
で
は
、
春
日
本
に
は
項
目
名
を
記
し
た
箇
所
が
欠
け
て
い

た
た
め
、
記
事
の
み
を
見
た
場
合
、
ア
と
ウ
の
荒
序
所
作
記
録
の
相
違

が
感
じ
ら
れ
ず
、
窪
家
本
を
書
写
し
た
人
物
は
、
ア
と
ウ
を
同
種
の
も

の
と
み
な
し
、
そ
れ
を
年
代
順
に
並
べ
替
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
も

っ
と
も
早
い
年
記
の
記
事
で
あ
る
ウ
①
～
⑨
を
ま
ず

冒
頭
に
配
置
し
、
次
に
年
次
不
明
の
記
事
二
条
が
存
在
す
る
も
の
の
、

明
ら
か
に
ウ
⑨
よ
り
後
の
年
記
を
記
す
ア
③
を
含
む
ア
①
～
⑤
の
記
事

を
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
次
に
記
し
た
。

ウ
⑨
の
次
に
ア
の
記
事
を
配
す
る
に
際
し
、
窪
家
本
の
書
写
時
点
に

お
い
て
、
す
で
に
春
日
本
の
冒
頭
が
欠
損
し
て
い
た
た
め
、
ア
①
の
記

事
よ
り
前
の
部
分
を
虫
損
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
、
⑨
の
記
事
の
後
の

四
丁
裏
の
冒
頭
に

「此
間
虫
喰
無
之
」
と
の
注
記
を
施
し
て
四
丁
裏
の

残
り
の
部
分
は
空
白
と
し
、
丁
が
か
わ

っ
た
五
丁
表
か
ら
ア
①
の
記
事

を
書
き
始
め
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ア
①
～
⑤
の
次
に
は
、
年
代
と
し
て
は
こ
れ
に
続
く
ウ
⑩
～
⑬
を
記

し
、
ウ
①
の
後
に
、
そ
の
後
に
続
く
ア
⑥
の
記
事
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
ま
だ
年
代
的
に
矛
盾
の
あ
る
箇
所
が
残

っ
て
い
る

の
で
、
通
覧
し
た
と
き
に
年
代
に
矛
盾
の
な
い
よ
う
に
書
入
１
～
３
が

書
き
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

書
入
１
は
、
ウ
③
と
⑨
の
間
の
年
記
を
も

つ
ア
⑤
を
、
ウ
③
と
⑨
の

間
に
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
書
入
２

●
３
は
、
ア
③
④
に
相
当
す
る
。
こ
の
二
条
は
年
代

的
に
は
ア
⑤
の
記
事
よ
り
も
後
で
、
か

つ
ウ
⑩
の
記
事
よ
り
も
前
で
あ

る
こ
と
を
示
す
た
め
、
ア
⑤
の
後
ろ
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
う
し
て
、
荒
序
所
作
記
録
を
ア
①
～
⑥
、
ウ
①
～
⑬
ま
で
年
代
順

に
矛
盾
な
く
列
記
し
た
後
、
イ
の
記
事
を
記
し
、
本
来
は
ウ
①
の
前
に

記
さ
れ
て
い
た

「荒
序
旧
記
」
と
い
う
項
目
名
を
記
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
「荒
序
旧
記
」
の
最
初
の
項
目
は
、
年
代
的
に
ア

⑥
の
あ
と
に
位
置
す
る
ウ
⑭
と
な

っ
て
い
る
。

以
降
の
記
事
は
、
記
事
の
構
成
、
内
容
と
も
に
春
日
本

。
内
閣
本
と

同
じ
で
あ
る
が
、
内
閣
本
の
錯
簡
部
分
は
、
本
来
の
順
序
通
り
に
正
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
理
解
が
難
し
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
語
句
、
た
と
え
ば
春

日
本
で

「希
代
勝
事
也
」
と
あ
る
部
分
を
、
「希
代
殊
勝
成
事
也
」
（十

丁
一暴
）
と
書
き
改
め
て
い
る
箇
所
な
ど
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
春
日
本
で
は
、
漢
字
と
平
仮
名

。
片
仮
名
が
混
在
し
て

い
る
記
事
が
あ
る
が
、
次
に
春
日
本
と
対
照
し
て
あ
げ
た
よ
う
に
、
窪

家
本
で
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
統

一
し
、
語
句
に
も
若
千
の
変

更
を
加
え
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
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春
日
本
　
ケ

ロ
伝
云

髪
取
手
者
、
荒
序
舞
時
必
舞
也
。
但
御
賀
若
君
ノ
陵
王
あ
そ
は
す

に
ハ
、
か
な
ら
す
此
ノ
手
ヲ
ハ
を
し
へ
ま
い
ら
す
。
秘
口
伝

二
云
、

左
右
ノ
御
ひ
ん

つ
ら
を
拍
子
に
あ
は
せ

て
な

て
さ
せ
ま

い
ら
す
る

な
り
。
よ
く
／
ヽ
か
く
す

へ
し
。

・
窪
家
本

（十
九
丁
裏
）

口
伝
云

髪
取
手
者
、
荒
序
舞
時
必
舞
也
。
但
御
賀
若
君
ノ
陵
王
遊

ハ
ス
ニ

ハ
、
必
此
ノ
手
教
進
ラ
ス
。
秘
口
伝

二
云
、
左
右
ノ
御
髪
ツ
ラ
ヲ

拍
子

二
合
テ
撫
サ
セ
進
ラ
ス
也
。
能
々
カ
ク
ス
ヘ
キ
也
。

ま
た
、
春
日
本
と
比
較
す
る
と
、
春
日
本
に
存
す
る
合
点
等
も
そ
の

ま
ま
書
写
し
て
い
る
部
分
が
多
い
が
、
合
点
は
春
日
本
よ
り
多
く
付
さ

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
窪
家
本
は
春
日
本
を
そ
の
ま
ま
書
写
す
る
の
で
な
く
、

記
事
の
順
序
や
語
句
な
ど
を
変
え
て
い
る
箇
所
も
存
す
る
。
そ
の

一
方
、

内
閣
本
の
錯
簡
を
訂
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
、
内
閣
本
に
優
越
し
て

い
る
と
い
え
る
。

（６
）
故
平
出
久
雄
氏
蔵
本

未
見
。
平
出
久
雄
氏
が

「楽
所
補
任
私
考
」
で
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
、
現
在
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
寛
文
十
年
に
狛
光
逸
が
書
写
し
た

旨
の
識
語
を
有
す
る
と
い
う
。
『
古
記
』
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か

は
不
明
。

以
上
か
ら
、
（２
）
～

（６
）
は
す
べ
て

（１
）
の
春
日
本
を
祖
本

と
す
る
近
世
の
写
本
で
あ
り
、
（３
）
田
安
家
本
は

（２
）
内
閣
文
庫

本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（５
）
窪
家
本
も
春
日
本
を
書

写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
記
事
の
構
成
や
語
句
な
ど
を
変
更
し
て

い
る
箇
所
も
あ
る
。
（４
）
伊
達
文
庫
本

に
は

『
古
記
』
は
な
く
、

（６
）
平
出
氏
蔵
本
で
は
、
『
古
記
』
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
『古
記
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
（１
）

の
春
日
本
を
も
と
と
し
、
春
日
本
の
欠
落
部
分
は

（２
）
の
内
閣
本
に

よ

っ
て
補
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
記
事
の
構
成
や
語
句
な
ど
を
改
め

て
い
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
内
閣
本
の
錯
簡
を
訂
す
る
こ
と
の
で
き

る

（５
）
の
窪
家
本
を
対
校
本
文
と
し
て
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
一

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
と

『
舞
楽
古
記
』
の
関
係

次
に
、
〔舞
譜
〕
と

『古
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、

『古
記
』
の
構
成
を
次
に
あ
げ
る
。

『舞
楽
古
記
』
の
構
成

。
春
日
本
は
、
ア
⑥
よ
り
残
存
。
春
日
本
で
欠
落
し
て
い
る
ア
①

～
⑤
は
、
内
閣
本
に
拠
る
。

。
「
　
」
は
、
『古
記
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

・
荒
序
記
録
は
Ａ
～
Ｆ
の
六
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
～
Ｅ

は
年
代
順
に
並
ん
で
お
り
、
た
と
え
ば
⑮
と
⑩
は
、
間
に
他
の

記
事
を
は
さ
ん
で
い
る
も
の
の
、
「
同
年
」
と
し
て
年
代
的
に



連
続
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
〈荒
序
〉
の
所
作
を
記
録
し

た

一
連
の
も
の
と
み
な
し
、
末
尾
ま
で
通
し
番
号
を
付
し
た
。

ア

〈
荒
序
〉
記
録
Ａ

①
　
記
録
断
片

②
　
「
同
　
　
　
日
熊
野
別
当
法
　
範
堂
供
養
…
」

③
　
保
延
元
年
九
月
十
三
日

④
　
同
十
月
二
日

⑤
　
長
承
三
年
間
七
月
二
十
四
日

⑥
　
長
寛
二
年
間
十
月
二
十
三
日

イ

「
入
破
半
帖
舞
例
」

ウ

「荒
序
旧
記
」
（荒
序
記
録
Ｂ
）

①
　
天
治
元
年
正
月
二
十
九
日

②
　
同
二
年
正
月
十
八
日

③
　
大
治
二
年
正
月
二
十
日

④
　
長
承
元
年
八
月
二
十
二
日

⑤
　
同
二
年
二
月
六
日

⑥
　
同
二
年
二
月
七
日

⑦

同
二
年
二
月
二
十
一ハ
日

③
　
同
三
年
二
月
二
十
日

⑨
　
同
三
年
後
十
二
月
十
四
日

⑩
　
保
延
二
年
正
月
二
十
三
日

⑪
　
同
二
年
二
月
九
日

⑫
　
同
二
年
二
月
十
日

⑬
　
同
年
二
月
十
二
日

⑭
　
仁
安
三
年
正
月
十
九
日

⑮
　
治
承
二
年
正
月
十
八
日

⑩
　
建
暦
二
年
四
月
八
日

○
　
建
保
四
年
六
月
二
十
七
日

⑬
　
建
保
五
年
正
月
七
日

⑩
　
同
年
二
月
十
五
日

⑩
　
（同
年
同
月
）
十
六
日

④
　
承
久
二
年
九
月
十
九
日

②
　
仁
治
元
年
十
二
月
十
三
日

④
　
同
二
年
二
月
十
五
日

②
　
同
年
四
月
四
日

⑮
　
同
三
年
五
月
十
日

④
　
（同
年
同
月
）
十

一
日

②
　
同
年
八
月
二
十
八
日

④
　
寛
元
二
年
二
月
十
六
日

⑩
　
（同
年
同
月
）
二
十
三
日

⑩
　
文
永
四
年

（
〓
〓
ハ
七
）
八
月
日

①
　
同
年
八
月
八
日

⑫
　
同
五
年
正
月
十
二
日

⑩
　
同
年
八
月
十
六
日

工
　
「童
昌
直
」

オ

〈荒
序
〉
記
録
Ｃ
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⑭
　
同
七
年
正
月
七
日

力

「纂
築

ハ
祢
取
許
也
、
不
吹

〔荒
序
〕
曲
。
雖
有
習
伝
輩
、
〔依
〕

無
先
例
不
吹
之
。
入
破
之
口
吹
」

キ

〈荒
序
〉
記
録
Ｄ

⑮
　
同
十
二
年
二
月
十
五
日

「古
記
云
」
（大
友
成
道
、
鹿
嶋
明
神
よ
り
教
え
を
受
け
る
事
）

「
口
伝
云
」
（髪
取
手
の
故
実
）

「囀
第
二
度
舞
様
」
（舞
裁
じ

「
一
説
　
東
向
天
合
掌
シ
天
右
見
左
見
天
詠
詞
囀
、
西
向
天
左
廻
合

掌
シ
天
左
見
右
見
天
詠
詞
囀
」

ンヽ

〈荒
序
〉
記
録
Ｅ

⑩
　
同
年
二
月
二
十
八
日

◎
　
同
三
年
正
月
八
日

①
　
弘
安
五
年

（
〓
一八
一
し

四
月
五
日

⑩
　
同
七
年
四
月
五
日

⑩
　
同
九
年
二
月
五
日

①
　
同
十
年
四
月
五
日

ス》
蟄
酢
翫
載
卸
看
冒
聾

セ

「
狛
光
時
之
家
日
記
云
」
（諸
所
の
陵
王
の
面
の
由
来
）

ソ
破
「
拒
雌
鯰
蹄
雌
ｒ
鋤
楽
乱
声
井
陵
王
乱
序
者
双
調
曲
也
。
荒
序
井
入

夕

「兼
丸
説
云
、
陵
王
入
時
安
摩

ロ
ク
ロ
ウ
ヲ
吹
、
早
物
。
」

チ

「或
書
云
」
翁
没
日
還
午
楽
」
の
由
来
）

ツ

「
尾
張
浜
主
之
伝
陵
王
舞
時
頌
文
」
父
囀
〉
の
一
説
）

テ

「
口
伝
云
」
盆
”
馬
と
相
撲
の
勝
負
舞
の
舞
様
）

卜

「
間
　
此
曲
己
古
楽
也
、
舞
出
時
何
用
新
楽
乱
書
乎
、
　
答

（以
下

空
白
と

ナ

「
口
伝
云
」
（八
方
の
舞
の
折
の
故
実
）

二

「
八
帖
秘
説
」
（笛
の
艶じ

ヌ

「陵
王
相
伝
」
（尾
張
浜
主
か
ら
狛
真
葛

・
朝
葛
に
至
る
相
伝
系
図
）

ネ
　
〈荒
序
〉
記
録
Ｆ

⑬
　
文
保
二
年

（
〓
二
一
八
）
二
月
十
五
日

⑭
　
日
吉
塔
供
養

⑮
　
句
節
会

右
の
構
成
表
を

一
覧
す
る
と
、
〔舞
譜
〕
裏
書
と

一
致
す
る
項
目
が

多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
『古
記
』
冒
頭
の
年
時
不
詳
記
事
に
続
く
ア
③
～
⑥
の
年

時
が
、
〔舞
譜
〕
裏
書
１６

「
私
所
舞
荒
序
記
」
③
～
⑥
と

一
致
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
『
古
記
』
は
冒
頭
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
た

め
、
本
来
ど
の
よ
う
な
記
事
か
ら
始
ま

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

っ
た

が
、
両
者
の
冒
頭
部
分
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『古
記
』
の
冒
頭

が
本
来
ど
の
よ
う
な
形
で
あ

っ
た
か
を
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
『古
記
』
と
裏
書
の
対
応
箇
所
を
次
に
あ
げ
る
。

名
古
記
』
冒
頭
部
分
ア

①
　
冽
劉
捌
引
１
回
団
引
矧
到
厠
。

サ コ ケ ク
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次
、
陵
王
。
光
時
。
在
荒
序
。
破
、　
一
返
。
納
蘇
利
。

（朱
）
―
―

荒
序
笛
、
権
中
将
忠
基
、
吹
之
。
打
物
、
御
室
僧

（朱
）
―
―

②
同

（朱
）
―
―
日
熊
野
別
当
法

（朱
）
―
―
範
堂
供
養

〈大
法
会
秋

津
出
所
〉

同
十
九
日
、
彼
別
当
之
許
、
請
定
。
働
各
渡
。
〈近
方
。
光
時
。

忠
時
。
光
近
。
〉

行
光
。
季
時
。
光
元
。
時
行
。
（朱
）
―
―
‐

依
有
別
催
、
光
時
、
陵
王
舞
。
〈如
乱
序
常
。
在
荒
序
。
入
破
、

一
切
舞
。
但
依
無
荒
序
吹
、
大
鼓
許
美
舞
之
。
〉

光
近
、
打
之
。
〈中
々
殊
勝
、
成
無
極
。
働
、
在
纏
頭
。
女
房
装

東

一
具
給
。
〉

右
、
納
蘇
利
。
近
方
。
纏
頭
同
之
。

ム
舞
譜
〕
裏
書
１６

「私
所
荒
序
舞
記
」

①
保
延
二
年
二
月
七
日
、
御
室
舞
御
覧
。

依
召
、
各
参
南
院
。
光
時
。
基
政
。
忠
時
。
光
近
。

先
、
散
手
。
光
近
。
序
、
破
、
各

一
返
。
貴
徳
、
忠
時
。

次
、
抜
頭
。
四
位
少
将
教
長
。

次
、
陵
王
。
光
時
。
在
荒
序
。
破
、　
一
返
。
納
蘇
利
、
忠
時
。

荒
序
笛
、
権
中
将
忠
基
、
吹
之
。
打
物
、
御
室
僧
達
打
之
。

②
同
三
年
十

一
月
十
八
日
、
熊
野
別
当
法
〔印
〕
長
範
堂
供
養
。
大
法
会
。

秋
津
云
所
。

同
十
九
日
、
彼
別
当
之
許
、
請
定
。
働
各
渡
。
〈近
方
。
光
時
。

忠
時
。
光
近
。
行
光
。
季
時
。
光
元
。
時
行
。
兼
元
。
〉

依
有
別
催
、
光
時
、
陵
王
舞
。
〈如
乱
序
常
。
在
荒
序
。
入
破
、

一
切
舞
之
。
但
、
依
無
荒
序
吹
、
大
鼓
許

ニ
テ
舞
之
。
〉

光
近
、
打
之
。
〈中
々
殊
勝
、
感
無
極
也
。
働
、
在
纏
頭
。
女
房

装
東

一
具
給
。
〉

右
、
納
蘇
利
。
近
方
。
纏
頭
同
之
。

こ
こ
で
は
、
両
者
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
行
取
り
は
底

本
の
通
り
と
し
た
。
ま
た
、
内
閣
本
に
は
、
こ
れ
が
書
写
さ
れ
た
時
点

で
す
で
に
欠
落
し
て
い
た
箇
所
を
示
す
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、

〔舞
譜
〕
裏
書
で
、
そ
の
箇
所
と
対
応
す
る
部
分
を
傍
線
で
示
し
た
。

両
者
で
二
重
傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
着
目
す
る
と
、
『古
記
』
の
冒

頭
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書
１６
①
の
四
行
日
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
内
閣
本
で
の
欠
落
を
示
す
朱
線
の
部
分
が

〔舞
譜
〕
裏
書

に
は
す
べ
て
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
箇
所
を
含
め
、
両
者
の
叙
述
は
ほ

ぼ

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ま
で
巻

首
を
欠
く
た
め
明
ら
か
で
な
か

っ
た

『古
記
』
の
冒
頭
は
、
〔舞
譜
〕

裏
書
１６

「私
所
荒
序
舞
記
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
を
比
較
す
る
と
、
『古
記
』
と

〔舞
譜
〕
裏
書
と

で
は
多
く
の
項
目
名
が
重
な

っ
て
お
り
、
項
目
名
の
み
を
み
て
も
ほ
ぼ

同

一
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
両
者
が
密

接
な
関
わ
り
を
も

つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
、
両
者
の
関

係
を
考
え
る
た
め
、
記
事
内
容
を
対
照
し
た
表
を
次
に
あ
げ
る
。
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名
古
記
』
と

〔舞
譜
〕
一晏
書

『古
記
』

ア
　
荒
序
記
録
Ａ
　
①
～
⑥

イ

「
入
破
半
帖
舞
例
」

ウ

「
荒
序
旧
記
六
荒
序
記
録
Ｂ
）

①
～
⑩

⑩
～
⑩

工
　
「童
昌
直
Ｅ

オ
　
荒
序
記
録
Ｃ
　
⑭

力

「筆
築

ハ
祢
取
許
也
…
」

キ
　
荒
序
記
録
Ｄ
　
⑮

ク
～
サ

ンヽ
　
荒
序
記
録
Ｅ
　
⑩
～
⑫

ス
～
ツ

テ

荒
序
記
録
Ｆ
　
⑬
～
⑮

ネ ヌ ニ ナ

の
内
容
比
較

〔舞
譜
〕
裏
書

‐６

「私
所
荒
序
舞
記
」
①
～
⑥

‐３

「入
破
半
帖
舞
例
」

‐２

「荒
序
旧
記
」

①
～
⑩

１１

「
筆
業
者
祢
取
許
不
吹
…
」

‐ ０

～

７「
八
帖
秘
説
」

こ
れ
を
見
る
と
、
『古
記
』
に
は
、
〔舞
譜
〕
の
裏
書
十
九
条
の
う
ち
、

‐４

。
‐５

。
‐７
を
の
ぞ
い
た
十
六
条
の
項
目
が
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た

形
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も

『古
記
』
ク
～
サ

。

ス
～
ツ
は
、
１０
～
７
、
６
～
１
と
い
う
、
一異
書
を
基
準
に
見
た
場
合
の

記
載
順
通
り
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裏
書
の
順
序
に
従

っ
て
抜

き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
イ

・
ウ
、
ナ

・
二
も
、

そ
れ
ぞ
れ
裏
書
の
１３

・
‐２
、
‐９

。
‐８
と
対
応
し
、
項
目
の
記
載
順
序
は

一異
書
と

一
致
し
て
い
る
。

こ
と
に
興
味
深
い
の
は
、
ナ
の
記
事
に
、
「但
は
し
な
る
を
み
を
と

し
て
を
く
に
か
く
」
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
注
記
は
、
『
古
記
』
に
ナ

・
二
の
二
条
が
記
さ
れ
た
折
の
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
何
ら
か
の

「
は
じ
」
に
あ

っ
た
ナ
を
見

落
と
し
て
い
た
の
に
気
付
き
、
「
を
く
」
（末
尾
）
に
書
い
た
、
と
い
う

事
情
を
示
し
て
い
よ
う
。
「
を
く
」
は

『古
記
』
の
末
尾
の
こ
と
を
さ

す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
は
し
」
と
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書
に
お
け
る
位
置

を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
一晏
書
を
順
に
見
て
い
く

場
合
、
ナ
に
相
当
す
る
裏
書
１９
は
ヽ
ま
さ
に
裏
書
の

「
は
し
」
（最
初
）

に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
右
の
注
記
は
、
『
古
記
』
に
、
記
載
順
序
通
り
二
晏

書
の
記
事
を
末
尾
の
１
ま
で
記
し
た
後
で
、
裏
書
の
始
め
に
存
し
た
記

事
ナ

・
二
を
書
き
落
と
し
た
こ
と
に
気
付
い
て

『
古
記
』
の
末
尾
に
付

加
し
た
、
と
い
う
、
ナ

・
二
が

『古
記
』
に
収
載
さ
れ
る
に
至
る
経
緯

を
示
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
古
記
』
は
、
〈荒
序
〉
の
所
作

記
録
Ａ
～
Ｆ

（ア
、
ウ
、
オ
、
キ
、
シ
、
ネ
、
た
だ
し
ア
と
ウ
①
～
⑩
は

〔舞
筆
じ

裏
書
に
含
ま
れ
る
）
と
、
〔舞
譜
〕
一異
書
に
拠

っ
た
記
事

（イ
、

18 19
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力
、
ク
～
サ
、
ス
～
ツ
、
ナ

。
こ
、
及
び

〔舞
譜
〕
一異
書
に
は
見
え
な

い
記
事

貧

、
テ
、
卜
、
ヌ
）
と
か
ら
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

〔舞
譜
〕
一異
書
に
は
な
い
記
事
の
う
ち
、
工
は
、
「
近
実
判
」
と
あ
る

〈荒
序
〉
相
伝
に
あ
た

っ
て
の
心
得
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヌ
は
、

狛
氏
の
流
れ
の
祖
に
あ
た
る
伝
説
的
な
名
手
尾
張
浜
主
に
は
じ
ま
り
、

平
安
時
代
の
舞
の
名
手
で
狛
氏
嫡
流
に
属
す
る
狛
光
季
、
近
真
を
経
て
、

近
真
の
子
光
葛

・
真
葛
、
光
葛
の
子
の
朝
葛

へ
と
至
る
、
狛
氏
で
の

《陵
王
》
相
伝
の
系
譜
で
あ
る
。

テ

・
卜
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書
に
は
み
え
な
い
も
の
の
、
『
教
訓
抄
』
巻

一
「
羅
陵
王
」
条
と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
。
次
に
両
者
の
対
応
箇

所
を
あ
げ
る
。

名
古
記
』
テ

ロ
伝
云
、

競
馬
井
相
撲
之
勝
負
舞
時
者
、
頗
乱
声
長
吹
也
。

競
馬

ハ
終

番

ノ
走
登
之
時
、
始

二
吹
、
至
御
前
参
入
之
時
、

吹
笛
云
々
。

相
撲
之
時
結
手
ノ
出
テ
還
入
時
、
初
可
吹
出
云
々
。
近
来
、
此

様
施
体
也
。
不
絶
事
賭
弓
勝
負
舞
乱
声

ハ
、
結
番
左
方
射
手
矢

放
時
、
発
乱
声
云
々
。

如
此
勝
負
舞
作
法
秘
蔵
事
、
不
可
有
披
露
者
也
。

当
教
訓
抄
』
巻

一
「
羅
陵
王
」
条

舞
出
時
、
吹
二
新
楽
乱
声
つ
但
常

二
用
二
小
乱
声

一也
。
又
競
馬
ノ

相
撲
之
勝
負
舞
時
、
二
者
頗
ル
長
ク
吹
也
。

競
馬
　
終
番
走
上
時
、
始
吹
二
出
乱
声
「
御
前

二
参
入
ノ
時
吹

止
、
吹
二
乱
序
つ
返
数
無
レ
定
者
欺
。

相
撲
　
最
結
レ
手
出
、
太
刀
ヲ
円
座

二
置
時
、
始
テ
吹
二
乱
声
「

方
屋

二
返
入
時
吹
止
テ
、
吹
二
乱
序

一也
。

賭
弓
　
終
番
ノ
左
方
ノ
射
手
ノ
矢
放
時
、
発
二
乱
声
「
射
畢
ヌ

レ
バ
、
吹
二
乱
序
一也
。

已
上
三
箇
説
、
為
二
秘
事
「
今
様

〔
ノ
〕
伶
人
シ
ル
事
侍
ズ
。

名
古
記
』
ト

間
、
此
曲
己
古
楽
也
。
舞
出
時
、
何
用
新
楽
乱
声
乎
。

答
。

・
『教
訓
抄
』
巻

一
「
羅
陵
王
」
条

古
記
云
、
間
、
「此
曲
已

二
古
楽
也
。
舞
出
時
何
ゾ
用
二
新
楽
乱
声

一乎
」
。
答
、
「
乱
序
同
音
故
也
。
具

依
レ
為
二
双
調
曲
・也
」
。

テ
は
、
競
馬

。
相
撲

・
賭
弓
の
勝
負
舞
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
点
は

共
通
す
る
も
の
の
、
『
古
記
』
の
方
が
文
意
が
通
じ
に
く
い
部
分
が
多

く
、
『
教
訓
抄
』
で
は
よ
り
整
理
さ
れ
た
印
象
を
受
け
る
。
『古
記
』
冒

頭
に

「
口
伝
云
」
、
各
条
末
尾
に

「
云
々
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す

る
と
、
『古
記
』
の
記
事
の
方
が

「
口
伝
」
の
面
影
を
残
し
た
も
の
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
卜
は
、
『
古
記
』
に
問
答
の
答
に
あ
た
る
部
分
の
記
述
が
な

い
が
、
間
の
内
容
は
細
部
の
表
現
ま
で

『教
訓
抄
』
と
ほ
ぼ

一
致
し
て

い
る
と
い
え
る
。
答
が
な
い
点
か
ら
す
れ
ば
、
『古
記
』
の
方
が

『
教
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訓
抄
』
よ
り
も
古
い
形
を
残
し
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
『教
訓

抄
』
の
答
に
あ
た
る
部
分
が
、
『古
記
』
で
は
落
ち
て
し
ま

っ
て
い
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ど
ち
ら
が
古
い
形
で
あ
る
か
は
、
容
易

に
決
し
が
た
い
。

次
に
、
『
古
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
『
古

記
』
の
構
成
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書
と
の
関
連
を
考
え
ず
に
い
え
ば
、
〈荒

序
〉
記
録
と
そ
れ
以
外
の
叙
述
と
か
ら
な
り
、
両
者
が
入
り
交
じ

っ
た

形
に
な

っ
て
い
る
。

〈荒
序
〉
記
録
Ａ
～
Ｅ
に
着
目
す
る
と
、
Ａ
は
先
に
見
た
よ
う
に

〔舞
譜
〕
裏
書
１６

「私
所
荒
序
舞
記
」
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
Ｂ

の
三
十
三
条
の
う
ち
、
⑩
ま
で
が

〔舞
譜
〕
裏
書
に
存
し
、
⑩
以
降
の

記
録
は

〔舞
譜
〕
成
立
以
後
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
古
記
』
ウ

〈荒
序
〉
記
録
Ｂ

「荒
序
旧
記
」
と
、
〔舞

譜
〕
一異
書
１２

「荒
序
旧
記
」
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

『古
記
』
ウ

〈荒
序
〉
記
録
Ｂ

「荒
序
旧
記
」
は
、
〈荒
序
〉
の
所
作

を
行

っ
た
人
物
に
よ
り
、
活
躍
時
期
の
重
な
る
光
則

。
光
時

・
光
近
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
も
の

（①
～
⑮
）、
近
真

（⑩
～
⑩
）、
近
真
の
末
子

で
あ
る
真
葛

（童
名
春
福
丸
、
⑮
～
⑬
）
と
い
う
、
近
真
の
先
代
の
人
々
、

近
真
、
近
真
の
子
、
の
二

つ
に
分
類
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
署
ル序

旧
記
」
が
、
荒
序
の
伝
承
者
ご
と
に
荒
序
の
所
作
記
録
を
書
き
継
い
で

い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

〔舞
譜
〕
裏
書
で
は
、
②
の
近
真
に
い
た
る
ま
で
の
記
録
に
、
⑮
～

⑩
の
真
葛
元
服
前
ま
で
の
所
作
が
書
き
継
が
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、

末
尾
の
⑩
は
、
他
の
記
事
と
は
異
な
り
、
「同
廿
三
日
」
と
い
う
形
で
、

改
行
せ
ず
に
前
の
記
事
に
続
け
て
記
さ
れ
て
お
り
、
独
立
し
た
項
目
と

し
て
立
て
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
『
古
記
』
で
は
、
④
は

「同
年
同
月
廿
三
日
」
で
始
ま
る
独
立
し
た
項
目
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
〔舞
譜
〕
裏
書
で
は
⑩
～
②
の
近
真
の
所
作
に
対
し
て

「初

度
」
（⑮
）
「第
五
度
」
（⑩
）
「第
六
度
」
（④
）
～

「第
八
度
」
（⑬
）
ま

で
、
何
度
目
の

〈荒
序
〉
所
作
か
を
示
す
注
記
が
あ
る
も
の
の
、
⑮
～

⑩
の
春
福
丸
の
所
作
に
対
し
て
は
注
記
が
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
『古
記
』
で
は
、
⑩
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、

真
葛
の
所
作
に
対
し
て
、
④
に

「真
葛
初
度
」
と
あ
り
、
三
度
目
の
所

作
で
あ
る
④
を
の
ぞ
い
て
、
以
下

「第
五
度
」
（⑩
）
ま
で
注
記
さ
れ

て
い
る
。

す
る
と
、
『古
記
』
に
み
え
る

〈荒
序
〉
記
録
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書
の

も
の
よ
り
も
整
理
さ
れ
た
形
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

〈荒
序
〉
所
作
記
録
Ｃ
～
Ｅ
は
、
末
尾
の
⑫
ま
で
が
真
葛
の
所
作
で

あ
る
が
、
Ｂ
に
あ
る
真
葛
初
度
の
所
作
で
あ
る
④
か
ら
、
十
八
度
め
の

所
作
で
あ
る
⑫
に
至
る
ま
で
、
そ
の
所
作
回
数
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
併
せ
考
え
る
と
、
舎
ル序
〉
記
録
Ｂ
～
Ｅ
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書

‐２

「
荒
序
旧
記
」
に
整
理
を
加
え
、
真
葛
の
記
録
を
書
き
継
い
で
い
っ

た

一
連
の
も
の
と
見
な
せ
よ
う
。

〈荒
序
〉
記
録
Ｆ
は
真
葛
の
子
季
真
の
記
録
で
、
ヌ
ま
で
と
は
別
筆

で
あ
り
、
紙
背
の
年
記
以
降
の
年
時
が
あ
る
の
で
、
『
古
記
』
が
成
立

し
て
以
降
に
書
き
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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真
葛

の
所
作
に

つ
い
て
は
、
次

に
あ
げ
た

〈荒
序
〉
記
録
巨
⑩

の
傍

線
部
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
真
葛
自
身

の
記
録
を
典
拠
と
し
た
も

の
も
あ
る
。

随
琺
争
二
月
五
日
、
西
園
寺
殿
。
両
院
、
両
女
院
御
幸

ア
リ
。
舞

御
覧
。
真
葛
、
八
方
舞
。
笛
、
景
政
。
笙
、
景
秋
。
大
鼓
、
朝
葛
。

鉦
コ
、
季
真
。
ち
よ
く
ち
く
な
り
が
ノフマ」，り
は
ぃ
の
二
き
ぬ
。
大
納

言
殿
こ
れ
た
ふ
を
も
、
国
ヨ
硼
冽
引
引
Ｊ
測
劃
測
翻
副
列
¶
Ｊ

ン‐

ｉ

。

傍
線
部
か
ら
、
こ
の
記
事
が
真
葛
に
よ
る
記
録
を
典
拠
と
し
、
そ
の

一
部
を

「
マ
ン
ナ

（真
名
と

に
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

Ｚや
。①
に
も
、
「
是

ハ
中
御
門
判
官
真
葛
自
筆
、
ソ
レ
ヲ
ウ
ツ
シ
サ
マ
ニ

マ
ム
ナ
ニ
セ
ウ
／
ヽ
カ
キ
ナ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
⑩
の
傍
線
部

に

「本
ノ
マ
ヽ
」
と
の
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
真
葛
自
筆
の
記
事
の

一

部
を
真
名
に
直
す
と
い
う
操
作
は
、
『古
記
』
の
前
段
階
で
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
古
記
』
以
前
に
真
葛
の
所

作
を
集
め
た
記
録
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
『古
記
』
は
そ
れ
を
転
写

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

鑑

擢

暁
「
靖

黎

製

舞

い
多

藤

鐵

る 一ト

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
は
弘
安
十

一
年
の
興
福
寺
常
楽
会
に

お
い
て
真
葛
が

〈荒
序
〉
を
舞

っ
た
折
の
も
の
だ
が
、
注
記
の
と
お
り
、

こ
の
二
ヶ
月
後
の
四
月
二
十
八
日
に
改
元
さ
れ
、
正
応
元
年
と
な

っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
改
元
後
の
年
号
を
注
記
に
よ
っ
て
示
す
に
と
ど
め
、

も
と
の
記
録
に
記
さ
れ
て
い
た
改
元
前
の
年
号
を
残
し
て
い
る
の
で
あ

Ｚつ
。こ
の
こ
と
か
ら
、
『古
記
』
の
所
作
記
録
に
お
い
て
は
、
真
葛
の
所

作
記
録
を
ま
と
め
る
際
に
、
改
元
後
の
元
号

へ
の
書
き
換
え
を
せ
ず
、

真
葛
自
身
が
記
し
た
記
録
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
生
か
し
て
い
る
と

い
え
る
。
す
る
と
、
『古
記
』
の

〈荒
序
〉
記
録
は
、
真
葛
自
身
の
記

録
の
面
影
の
う
か
が
え
る
、
日
次
記
的
な
性
格
を
残
し
て
い
る
と
み
な

せ
よ
う
。
『護
源
妙
』
巻
十
三

「代
々
公
私
荒
序
所
作
事
」
の
同
日
の

記
録
が

「正
応
元
年
二
月
十
五
日
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る

と
、
『古
記
』
の
記
事
の
日
次
記
的
性
格
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
〈荒
序
〉
記
録
Ａ
と
Ｂ
の
間
に
イ

「入
破
半
帖
舞
例
」
が

存
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
お
き
た
い
。
イ
は
、
項
目
名
の
み
を
み

る
と

〈荒
序
〉
の
記
録
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
記
事
の
中
に
、
「如

形
荒
序
、
三
切
許
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
〈荒
序
〉
演
奏
を
含
ん
で
お
り
、

〈荒
序
〉
の
記
録
と
み
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
〔舞
譜
〕
裏
書
に
お
い
て
は
、
こ
の
記
事
が
１２

「荒
序
旧
記
」

の
直
前
に
隣
り
合

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
位
置
関
係
か
ら
し
て
も
、

裏
書
１３
は
、
〈荒
序
〉
所
作
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
１２

「荒
序
旧
記
」

と
と
も
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
古
記
』
の

〈荒
序
〉
記
録
が
日
次
記
的
な
性
格
を
も
ち
、
そ
の
記

録
と
記
録
の
間
に

〔舞
譜
〕
裏
書
の
記
事
が
存
在
す
る
こ
と
を
勘
案
す

れ
ば
、
真
葛
の

〈荒
序
〉
所
作
が
行
わ
れ
る
ご
と
に
記
録
を
書
き
加
え
、
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次
の
所
作
と
の
間
に

〔舞
譜
〕
裏
書
を
挿
入
す
る
、
と
い
う
作
業
を
繰

り
返
す
こ
と
で

『古
記
』
は
現
在
の
よ
う
な
形
に
な

っ
た
と
推
測
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
〈荒
序
〉
所
作
を
記
録
す
る
ご
と
に

〔舞
譜
〕
裏
書
を
経
き
、
記
録
と
記
録
の
間
に
、
前

に
書
き
抜

い
た

〔舞
譜
〕
裏
書
の
次
に
位
置
す
る

〔舞
譜
〕
裏
書
を
書
き
加
え
て
い
く
、

と
い
っ
た
作
業
を
続
け
、
そ
う
し
て
真
葛
の
所
作
記
録
を
全
て
記
し
た

後
に
、
ま
だ
書
き
写
し
て
い
な
い
裏
書
を
ま
と
め
て
記
す
、
と
い
っ
た

こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
『
古
記
』
を
編
む
た

め
に
そ
う
し
た
作
業
を
行

っ
た
、
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

恐
ら
く
は
、
『古
記
』
の
イ
を
含
ん
だ

〈荒
序
〉
記
録
は
、
〔舞
譜
〕

裏
書
を
も
と
と
し
、
裏
書
で
の
記
載
順
序
通
り
に

〈荒
序
〉
所
作
に
関

す
る
項
目

（１６

・
‐３

・
‐２
）
を
抜
き
出
し
て
、
そ
こ
に
真
葛
の
所
作
を

書
き
継
い
だ
、
真
葛
ま
で
の

〈荒
序
〉
所
作
を
ま
と
め
た
も
の
が
先
に

存
在
し
て
お
り
、
そ
の
所
作
記
録
に

〔舞
譜
〕
裏
書
の
記
事
な
ど
を
加

え
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
の
に
有
効
な
の
が
、
次
に
あ
げ
た

〔舞
譜
〕
裏

書
＝
に
相
当
す
る

『
古
記
』
力
で
あ
る
。

筆
集

ハ
祢
取
許
也
、
不
吹

〔荒
序
〕
曲
。
雖
有
習
伝
輩
、
〔依
〕

無
先
例
、
不
吹
之
。
入
破
之
□
吹
。

力
は
、
『
古
記
』
オ
と
キ
の

〈荒
序
〉
記
録
の
行
間
に
、
朱
筆
の
小

さ
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。　
一
見
す
る
と
オ
に
対
す
る
注
記
に
見
え
、

両
書
を
対
照
し
な
い
限
り
、
こ
れ
が

〔舞
譜
〕
一異
書
と

一
致
す
る
こ
と

は
気
づ
か
れ
に
く
い
。

〔舞
譜
〕
で
は
、
裏
書
＝
は
、
《羅
陵
王
》
の

〈音
取
〉
と
い
う
楽
曲

を
奏
す
る
前
の
前
奏
と
も
音
あ
わ
せ
と
も
解
さ
れ
る
部
分
に
記
さ
れ
、

〈音
取
〉
の
際
に
纂
集
を
ど
の
よ
う
に
演
奏
す
る
か
を
示
す
注
記
と

な
っ
て
い
る
。
〔舞
譜
〕
裏
書
の
該
当
箇
所
に
朱
筆
の
小
字
で
記
さ
れ
、

裏
書
の
項
目
の
中
で
は
、
注
意
を
ひ
き
に
く
い
も
の
と
い
え
る
。

一
方

『
古
記
』
で
は
、
力
の
前
後
の
⑭
⑮
の
記
録
に
纂
集
に
関
す
る

言
及
は
見
え
な
い
た
め
、
力
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
の
意
味
を
見
出
し
が

た
い
。
『古
記
』
に
お
い
て
力
が
こ
の
場
所
に
記
さ
れ
る
の
は
、
〔舞

譜
〕
裏
書
で
の
位
置
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

裏
書
＝
は
、
裏
書
の
順
序
と
し
て
は
、
〔舞
譜
〕
裏
書
１２
の
後
、
１０

よ
り
前
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『古
記
』
に
お
い
て
も
、
力
は
、
〔舞
譜
〕

裏
書
１２
に
相
当
す
る
ウ

〈荒
序
〉
記
録
Ｂ
の
後
、
〔舞
譜
〕
裏
書
１０
に

あ
た
る
ク
以
前
に
位
置
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『古
記
』
で
は

〔舞
譜
〕

裏
書
相
当
記
事
は
、
前
の
項
目
と

一
行
空
白
を
空
け
て
記
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
だ
が
、
力
は
⑭
と
⑮
の
記
録
の
間
の
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔舞
譜
〕
裏
書
＝
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で

『
古
記
』
に
書
き
入
れ
ら

れ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

『古
記
』
を
編
む
際
に
、
〔舞
譜
〕
か
ら
裏
書
を
ほ
ぼ
す
べ
て
抜
き
出

し
終
わ

っ
た
後
で
、
裏
書
＝
を
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ

れ
を
も
と
も
と
の
裏
書
の
順
序
と
矛
盾
し
な
い
位
置
、
す
な
わ
ち

〔舞

譜
〕
裏
書
１２
に
相
当
す
る
ウ
よ
り
後
、
裏
書
１０
に
相
当
す
る

『
古
記
』

ク
よ
り
前
の
位
置
に
書
き
込
も
う
と
し
た
。
そ
の
際
、　
一
項
目
と
し
て
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書
き
込
め
る
だ
け
の
空
白
は
な
か

っ
た
が
、
⑭
と
⑮
の
記
事
の
行
間
に

空
白
を
見
出
し
、
も
と
の

〔舞
譜
〕
裏
書
に
記
さ
れ
る
の
と
同
様
、
朱

筆
の
小
字
で
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一異
書
＝
は
、　
一
つ

の
項
目
と
認
識
し
に
く
い
形
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

右
の
よ
う
な
推
測
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
『古
記
』
の
執
筆
は
、

〈荒
序
〉
所
作
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
が
先
に
あ

っ
て
、
そ
こ
へ

〔舞

譜
〕
裏
書
の
項
目
が
書
き
込
ま
れ
て
い
く
、
と
い
う
順
序
で
行
わ
れ
た

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『古
記
』
執
筆
の
経
緯
は
右
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
、
そ

の
母
胎
と
な

っ
た

〔舞
譜
〕
一裏
書
は
、
本
稿

で
検
討
し
て
い
る

〔舞

譜
〕
一異
書
そ
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔舞
譜
〕
裏
書
と

『
古
記
』
の
共
通
部
分
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、

次
に
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
『古
記
』
に
は

〔舞
譜
〕
裏
書
に
見
え

な
い
注
記
が
存
す
る
の
で
、
両
者
の
間
に
直
接
の
関
係
は
想
定
し
難
い
。

名
古
記
』
ウ

「荒
序
旧
記
」
④

長
承
元
年
八
月
廿
二
日
、
内
裏
舞
御
覧
。
《
朱
）
余
舞
有
多
々
。

雖
然
、
略
了
。
〉

陵
王
、
光
時
。
乱
序
、
皆
。
荒
序
、
八
切
。
入
破
、
二
切
。

次
、
又
陵
王
。
光
近
。
破
、
二
切
。
次
又
陵
王
、
則
助
。
破
、

二
切
。

此
舞
御
覧
、
偏
両
三
輩
器
体
御
覧
合
料
云
々
。
面
々
殊
勝
体

等
、
頻
有
御
感
。

ム
舞
譜
〕
裏
書
１２

「荒
序
旧
記
」
④

長
承
元
年
八
月
廿
二
日
、
内
裏
舞
御
覧
。

陵
王
、
光
時
。
乱
序
、
皆
。
荒
序
、
八
切
。
入
破
、
二
切
。

次
、
又
陵
王
。
光
近
。
（朱
）
破
、
二
切
。
次
又
陵
王
、
則
助
。

（朱
）
破
、
二
切
。

此
舞
御
覧
、
偏
両
三
輩

〔器
〕
体
御
覧
合
料
云
々
。
面
々
殊

勝
体
等
、
頻
有
御
感
。

本
稿
で
検
討
し
て
い
る

〔舞
譜
〕
も
転
写
本
で
あ
り
、
近
真
の
原
本

で
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
現
存
の

〔舞
譜
〕
に
な
く

『古
記
』
に
存

す
る
右
の
注
記
は
、
『
古
記
』
の
拠

っ
た

〈荒
序
〉
所
作
記
録
が
典
拠

と
し
た

〔舞
譜
〕
一裏
書
が
、
よ
り
原
本
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
本
節
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
『
古
記
』
は
、
〔舞
譜
〕
裏

書
の

〈荒
序
〉
記
録
を
も
と
と
し
、
そ
れ
に
真
葛
の
所
作
を
書
き
継
い

だ
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
、
そ
の
所
作
記
録
の
間
に

〔舞
譜
〕
裏
書
や

〔舞
譜
〕
裏
書
に
は
見
え
な
い
記
事
を
書
き
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
〔舞
譜
〕
裏
書
を
手
元
に
お
い
て
参
照
し
な
が
ら
、
〈荒
序
〉

所
作
記
録
の
間
に
、
随
時

〔舞
譜
〕
裏
書
を
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を

も

っ
た
形
で
挿
入
し
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『古
記
』
が
こ
の
よ
う
に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
た
際
、

〔舞
譜
〕
裏
書
や
そ
の
他
の
記
事
が
、
『古
記
』
の
所
作
記
録
の
間
に
ど

の
よ
う
に
し
て
挿
入
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る
こ
と

と
す
る
。
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一二

『舞
楽
古
記
』
の
成
立

〈荒
序
〉
所
作
記
録
の
間
に
、
〔舞
譜
〕
裏
書
他
の
記
事
が
挿
入
さ
れ

る
に
あ
た

っ
て
は
、
該
当
記
事
の
前
後
に
あ
る
記
録
と
の
関
連
を
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
工

璽
曰置
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、
そ
の
前
の
⑩
～

①
の
記
事
と
関
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
工
の
本
文
を
あ
げ
て
検
討
し
て

み
よ
う
。
書
置於
荒
序
之
曲
者
、
可
伝
嫡
子

一
人
。
但
若
乙
子
之
中
有
器
量
物

者
、
可
伝
置
。
其
故
者
、
当
曲
末
世

二
此
家

二
不
絶
シ
テ
久
為
令

仕
朝
家
也
。
但
嫡
々
流
之
輩
あ
ら
ん
う
ヘ
ハ
、
乙
子
之
輩
、
こ
れ

を
い
と
は
不
可
舞
。
若
又
子
々
孫
々
の
中

二
も
習
伝
こ
と
な
く

ハ
、

此
譜
伝
取
我
家
之
輩
、
経
奏
聞
、
以
此
譜
、
舞
も
し
、
次
も
す
ヘ

し
。
働
こ
と
に
こ
ま
か
に
し
る
し
た
る
な
り
。

此
世
の
は
か
な
さ
あ
す
を
こ
せ
ぬ
こ
と
な
れ

ハ
、
よ
く
／
ヽ
心

じ
る
へ
き
事
な
り
。
さ
れ

（は
）
と
て
其
器
量
と

（も
）
あ
ら
す

し
て
た
も

つ
ま
し
く
み
え
ん
体

二
を
し
ゆ
へ
か
ら
す
、
を
し
ゆ
ヘ

か
ら
す
。

口
伝
云
、
此
曲
ヲ
習
伝
事
、
以
吉
日
三
ケ
日
精
進
ヲ
し
て
、
静

所
に
師
弟
密
々
可
受
之
。
在
判
近
実
判
也
。

こ
こ
で
は
、
〈荒
序
〉
伝
受
と
相
承
に
あ
た

っ
て
の
心
構
え
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
〈荒
序
〉
の
曲
は
嫡
子

一
人
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
「
乙

子
」

つ
ま
り
末
子
で
あ

っ
て
も
才
能
が
あ
れ
ば
伝
え
置
く
べ
き
で
あ
る
。

（２
）
た
だ
し
、
嫡
流
の
者
が
あ
る
場
合
は
末
子
の
流
れ
の
者
は
そ
れ

ほ
ど
舞

っ
て
は
な
ら
な
い
。
（
３
）
あ
る
い
は
子
々
孫
々
の
う
ち
に
も

〈荒
序
〉
の
曲
を
伝
え
る
者
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
譜
を
伝
え
て
い

る
者
が
奏
聞
を
経
て

（勅
許
を
得
た
上
で
）、
舎
ル
序
〉
を
舞
い
、
こ
の

曲
を
相
承
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
文
書
は
末
子
の
流
れ
の
者
が

〈荒
序
〉
を
舞
い
、
継

承
す
る
こ
と
の
正
統
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

「此
譜
伝
取
我
家
之
輩
」
と
の
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
曲
の
伝
授
の
際
に
、

師
か
ら
弟
子

へ
と
受
け
渡
さ
れ
る
伝
授
譜
に
付
随
し
た
も
の
か
と
も
推

測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
内
容
を
も

つ
工
が
、
⑩
～
①
の
後
に
配
さ
れ
る
の
に
は
、

右
の

（１
）
（
２
）
の
内
容
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
⑩
～
①
の
記
事
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

真
葛
は
仁
治
三
年
正
月
二
十
二
日
、
兄
光
葛
と
と
も
に
、
臨
終
の
床

に
あ

っ
た
近
真
か
ら

〈荒
序
〉
を
伝
受
し
、
寛
元
二
年
四
月
に
元
服
す

る
。
真
葛
の
所
作
は
伝
受
直
後
の
④
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
の
⑮
か
ら
⑩

の
所
作
は
、
〈荒
序
〉
伝
受
か
ら
元
服
前
の
三
年
間
に
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
⑩
か
ら
次
の
⑩
の
所
作
ま
で
に
は
、
二
十
三
年
の
空
白



が
あ
る
。
工
直
前
の
⑩
に
つ
い
て
は
、
同
日
の
記
録
を
の
せ
る

『
健
源

妙
』
に
は
、
真
葛
の
所
作
に

「但
光
葛
老
重
代
官
也
」
と
注
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
兄
光
葛
の

「代
官
」
と
し
て
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
真
葛
の
状
況
と

「書
置
」
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

元
服
以
前
の
⑮
か
ら
⑩
の
所
作
は
、
望
曰置
」
の

（１
）
と
関
わ

っ

て
お
り
、
真
葛
が

「
乙
子
」
で
あ
り
な
が
ら

〈荒
序
〉
伝
受
と
相
承
に

た
え
う
る
技
量
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

④
～
⑩
は
、
主
と
し
て

（２
）
と
関
連
す
る
。
⑩
と
⑩
の
間
の
、
真

葛
の

〈荒
序
〉
所
作
の
な
か

っ
た
二
十
三
年
間
に
も
、
兄
光
葛
は
五
度

も

〈荒
序
〉
所
作
を
行

っ
て
お
り
、
光
葛
の
嫡
男
朝
葛
も
、
す
で
に
二

度
の
所
作
を
行

っ
て
い
た
。
ま
た
、
光
葛
は
、
蒙
古
の
襲
来
に
よ
り
実

施
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
文
永
五
年
に
行
わ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
後
嵯

峨
院
の
五
十
の
御
賀
で
、
《陵
王
》
を
舞
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
藤
原

隆
親
息
の
師
と
な
り
、
文
永
四
年
か
ら
五
年
に
行
わ
れ
た
舞
御
覧
な
ど

で
も
、
「陵
王
童
」
の
師
と
し
て
勧
賞
を
受
け
て
い
る
。
真
葛
の

〈荒

序
〉
所
作
の
な
か

っ
た
期
間
に
、
兄
の
光
葛
親
子
が
活
躍
し
て
い
た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
と

「書
置
」
（
２
）
の
嫡
流

へ
の
配
慮
と
の
関
連
が

う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
光
葛
と
真
葛
は
、
同
時
に

〈荒
序
〉
を
伝

受
し
た
た
め
、
ど
ち
ら
が

〈荒
序
〉
を
伝
え
る
嫡
流
と
み
な
す
べ
き
か

は
簡
単
に
判
断
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
光
葛
が
年
長
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
り
、
長
男
で
あ

っ
た
光
継
が
家
を
継
が
な
か

っ
た
た
め
、

二
男
で
あ
る
光
葛
が
、
家
を
継
ぐ
べ
き
近
真
の
子
と
し
て
は
も

っ
と
も

年
長
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
璽
曰
置
」
に
い
う
、
「
乙
子
」
と

「嫡
々

流
」
と
の
対
比
に
あ
て
は
め
る
と
、
近
真
の
末
子
で
あ
る
真
葛
が

「
乙

子
」
、
光
葛
が

「嫡
々
流
」
に
相
当
し
よ
う
か
。

『證
源
砂
』
に
よ
れ
ば
、
⑩
以
降
光
葛
の

〈荒
序
〉
所
作
は
見
え
ず
、

そ
の
後
は
真
葛
が
没
す
る
ま
で
、
真
葛
十
度
、
朝
葛
四
度
の

〈荒
序
〉

所
作
が
確
認
で
き
る
。
⑩
は
、
真
葛
が
本
格
的
に

〈荒
序
〉
所
作
を
行

う
よ
う
に
な
る
転
換
点
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

〈荒
序
〉
所
作
に
あ
た

っ
て
は
、
光
葛

・
真
葛
の
官
職
の
差
や
、
年

齢
差
、
両
者
の
舞
の
技
量
な
ど
、
種
々
の
要
因
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、

右
の
よ
う
な
状
況
を

「書
置
」
（２
）
に
よ

っ
て
解
釈
し
て
み
る
と
、

光
葛
親
子
の
活
躍
に
対
し
て
、
真
葛
が
二
十
二
年
間
も

〈荒
序
〉
を
舞

わ
な
か

っ
た
の
は
、
嫡
流
と
も
み
な
さ
れ
る
兄
光
葛
に
配
慮
し
た
た
め

で
、
⑬
で
光
葛
が

「老
竃
」
と
い
う
状
態
に
な
る
ま
で
、
真
葛
は
積
極

的
に
は
所
作
を
行
わ
ず
、
光
葛
が
舞
わ
な
く
な

っ
て
か
ら

〈荒
序
〉
所

作
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
、
と
い
う
意
味
づ
け
が
可
能
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、
⑩
～
⑩
の
間
の
真
葛
の
行
動
は
、
璽
曰
置
」
の
指
示
に
従

っ

た
も
の
だ
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
真
葛
の
行
動
の
指
針
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「書
置
」
を

残
し
た

「
近
実
」
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ろ
う
。

同
音

で
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
れ
は

『教
訓
抄
』
の
編
者

で
あ
り
、

〔舞
譜
〕
を
記
し
た
狛
近
真
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
「
近
実
」
と
の
表
記



は
、
『
古
記
』
オ
⑭

に
、
真
葛
が
宿
願
に
よ

っ
て
石
清
水
八
幡
宮

で

〈荒
序
〉
を
舞

っ
た
記
事
の
中
に
、
「建
保

二
実
文
、
近
実
力
宿
願
ノ
コ

ト
シ
ナ
リ
」
と
見
え
る
。

こ
こ
に
い
う
建
保
の
宿
願
と
は
、
『古
記
』
ウ

「
荒
序
旧
記
」
⑩
建

保
五
年
正
月
七
日
条
の
、
近
真
に
よ
る
石
清
水
八
幡
宮
で
の

〈荒
序
〉

奉
納
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
璽
［置
」
を
記
し
た

「近

実
」
は
、
『古
記
』
に
お
い
て
は
狛
近
真
を
指
す
と
み
て
誤
り
あ
る
ま

い
。す
る
と
、
真
葛
は
父
近
真
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
、
〈荒
序
〉
所
作
、

及
び
相
承
を
お
こ
な

っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
視
点
を
か
え
て
い
え

ば
、
近
真
に
よ
る

「書
置
」
に
よ

っ
て

〈荒
序
〉
に
関
す
る
真
葛
の
行

動
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
「近
実
」
と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
近
真
自
身
及
び

光
葛

。
真
葛

へ
の

〈荒
序
〉
伝
授
に
関
わ

っ
た
聖
宣
の
著
作
な
ど
を
見

て
も
、
「近
実
」
と
の
表
記
は
見
出
せ
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
が

〈荒
序
〉
の
伝
授
、
所
作
、
相
承
に
関
わ
る
指
針
と

し
て
伝
授
譜
に
付
さ
れ
た
も
の
か
と
仮
定
す
る
と
、
通
常
、
伝
授
譜
の

奥
書
に
記
さ
れ
る
筆
者
の
官
位
や
、
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
も

不
審
で
あ
る
。
璽
曰置
」
が
覚
書
的
な
性
格
を
も

つ
も
の
だ
と
し
て
も
、

日
付
な
ど
の
明
記
の
な
い
文
書
で
は
、
〈荒
序
〉
と
い
う
、
狛
氏
に
お

い
て
最
も
重
要
な
秘
曲
の
相
承
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
信
頼
の
お
け

る
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

実
際
に
近
真
が
こ
の

「書
置
」
を
残
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い

が
、
璽
曰置
」
の
内
容
が
真
葛
の
お
か
れ
た
状
況
と
符
号
す
る
も
の
で

あ

っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の

「
書
置
」
な
る
文
書
は
、
真
葛
か

ま
た
は
そ
の
周
辺
で
、
真
葛
流
の
正
統
性
を
支
え
る
た
め
、
「近
実
」

の
意
志
を
示
す
も
の
と
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測

も
で
き
よ
う
。

こ
の
推
測
の
当
否
を
確
か
め
る
手
だ
て
は
な
い
が
、
『
古
記
』
か
ら

う
か
が
え
る
範
囲
に
お
い
て
、
璽
曰置
」
が
、
真
葛
流
の
正
統
性
を
支

え
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。『古
記
』
力
が
オ
と
キ
の
間
に
あ
る
意
味
に
つ
い
て
は
先
に
考
え
た

の
で
、
次
に
は
ク
～
サ
が

〈荒
序
〉
記
録
Ｅ
の
前
に
置
か
れ
た
意
味
に

つ
い
て
考

え́
た
い
。

①
ま
で
の
記
録
で
は
、
兄
光
葛
に
対
す
る
、
近
真
の

「
乙
子
」
と
し

て
の
真
葛
の
正
統
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味
を
見
出
し
た
が
、

⑭
か
ら
真
葛
最
後
の
所
作
で
あ
る
⑫
ま
で
は
、
兄
光
葛
の
嫡
男
朝
葛
と

の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
、
①
の
文
永
十
二
年
二
月
二
十
八
日
、
時
の
権
大
納
言
西
園

寺
実
兼
の
今
出
川
邸
で
の

〈荒
序
〉
御
覧
の
記
事
に
着
目
し
た
い
。

『古
記
』
に
は
、

同
年

（文
永
十
二
年
）
二
月
廿
八
日
、
西
園
寺
大
納
言
殿
シ
テ
荒

序
御
覧
ア
リ
。

と
あ

っ
て
、
当
日
の
舞
御
覧
の
様
子
を
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
『
嬰
源

妙
』
の
同
日
の
記
録
に
は
、
「先
日
、
朝
葛
御
覧
之
由
伝
聞
之
間
、
依



令
所
望
申
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
『健
源
抄
』
に
よ
る
と
、
①
の
五

日
前
の
二
月
二
十
三
日
に
、
今
出
川
邸
で
実
兼
に
よ
る
朝
葛
の

〈荒

序
〉
御
覧
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
先
の
注
記
を
併
せ
考
え
る
と
、

①
の

〈荒
序
〉
御
覧
は
、
朝
葛
の

〈荒
序
〉
所
作
を
伝
え
聞
い
た
真
葛

が
、
実
兼

へ
要
望
し
た
結
果
行
わ
れ
た
も
の
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、
朝
葛
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
①
①
の
記
事
も
注
意
さ
れ
る
。

次
に
該
当
本
文
を
あ
げ
る
。

・
『古
記
』
シ

〈荒
序
〉
記
録
Ｄ
①

（朱
）
第
十
四
ト

弘
安
五
年
四
月
五
日
、
八
幡
宮

ニ
シ
テ
異
国
ノ
御
祈
ノ
タ
メ
西
大

寺
ノ
思
縁
聖
人
ヲ
以
テ

一
切
経
転
読
ア
リ
。
新
院
御
幸
。
荒
序

ア
リ
。
舞
、
真
葛
。
八
方
。
破
、
二
反
。
笛
景
貞
。
笙
政
秋
。

大
鼓
近
秋
。
鉦
鼓
朝
葛
。

．曜嘲職吼肝五〈晰群ｒ『隅却つテ又
一切経行ナワル。又、

新
院
御
幸
ア
リ
。
天
奏
頼
近
卿
、
政
秋
真
葛
ヲ
召
テ
荒
序
笛
ノ

間
事
御
尋
ア
リ
。
存
知
之
旨
申
上
畢
。
（中
略
）
舞

ハ
、
真
葛

仕
ツ
ル
ヘ
キ
ヨ
シ
度
々
雖
被
仰
下
、
ア
イ
イ
タ
ワ
ル
事
候
上
、

朝
葛
未
節

二
相
之
由
ア
ナ
カ
チ
所
望
申
間
、
重
経
奏
聞
テ
、
代

官

ニ
マ
ワ
セ
畢
。
此
条
尤
可
思
知
物
也
。
上
下
不
審
成
畢
。
大

鼓
真
葛
打
畢
。
八
方
ノ
様
打
。
政
秋
嫡
景
秋
フ
カ
セ
テ
、
政
秋
大

鼓
ヲ
ツ
カ
マ
ツ
ル
ヘ
キ
ヨ
シ
、
度
々
所
望
雖
申
卜
、
ツ
ヒ
ニ
シ

畢
。

こ
の
二
条
は
、
弘
安
五
年

。
同
七
年
の
、
い
ず
れ
も
西
大
寺
思
縁
上

人
叡
尊
を
導
師
と
し
、
亀
山
院
の
臨
幸
を
得
て
石
清
水
八
幡
宮
で
行
わ

れ
た
蒙
古
調
伏
の
祈
祷
の
折
の
も
の
で
あ
る
。

こ
と
に
注
目
す
べ
き
は
⑩
で
、
真
葛
が
所
作
を
す
べ
き
で
あ
る
と

（院
か
ら
）
度
々
の
仰
せ
が
あ

っ
た
が
、
「
ア
イ
イ
タ
ワ
ル
」
事
が
あ

っ

た
上
に
、
朝
葛
が

「
ア
ナ
カ
チ
」
に
所
望
し
た
の
で
、
朝
葛
は
真
葛
の

代
官
と
し
て

〈荒
序
〉
を
舞

っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
行
事
で
の
朝
葛
の

〈荒
序
〉
所
作
は

『膿
源
妙
』
に
よ
り
確
認
さ

れ
る
が
、
④
か
ら
⑫
ま
で
の
う
ち
、
こ
の
記
事
に
の
み
真
葛
が

〈荒

序
〉
を
舞

っ
た
こ
と
が
見
え
ず
、
〈荒
序
〉
の
太
鼓
を
受
け
持

っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
太
鼓

で
あ

っ
て
も
真
葛

の

〈荒
序
〉
所
作
と
み
な
し
て
、

「第
十
四
卜
」
と
の
注
記
が
付
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
以
外

の
記
録
で
は
、
す
べ
て
真
葛
が

〈荒
序
〉
を
舞

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
記
事
の
特
異
性
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

①
で
真
葛
が

〈荒
序
〉
を
舞

っ
て
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、

⑩
は
、
叡
尊
に
よ
る
三
度
の
調
伏
祈
祷
と
い
う
、
国
家
の
存
亡
に
関
わ

る
場
、
舞
人
に
と

っ
て
は
最
も
名
誉
と
な
る
晴
れ
の
場
に
お
い
て
、　
一

度
目
の
祈
祷
で
は

〈荒
序
〉
を
所
作
し
た
真
葛
が
、
三
度
目
の
祈
祷
に

お
い
て
は
舞
わ
な
か

っ
た
こ
と
の
理
由
付
け
を
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
度
目
の
時
も
真
葛
が
所
作
す
べ
き
で
あ

っ
た
が
、

同
席
し
た
朝
葛
が
所
作
を
強
引
に
主
張
し
た
た
め
に
、
真
葛
が
舞
う
こ
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と
が
で
き
な
か

っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
⑩
の
傍
線
部
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
強
引
に

所
作
を
行

っ
た
朝
葛
の
行
為
に
対
す
る
疑
義
と
不
審
を
示
し
た
も
の
と

い
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
朝
葛
の
行
為
の
不
当
さ
を
指
摘
し
、
翻

っ

て
自
ら
の
正
統
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
み
て
と
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
『古
記
』
シ

〈荒
序
〉
記
録
Ｅ
に
は
、
真
葛
よ
り
十

七
才
年
少
で
あ
り
な
が
ら
も
、
狛
氏
嫡
流
の
流
れ
を
継
ぎ
、
真
葛
よ
り

は
少
な
い
な
が
ら

〈荒
序
〉
の
所
作
を
も
行

っ
て
い
た
朝
葛

へ
の
対
抗

意
識
が
う
か
が
え
る
。

〈荒
序
〉
記
録
Ｅ
の
こ
う
し
た
傾
向
を
考
慮
に
入
れ
、
『
古
記
』
ク
～

サ
が
そ
の
直
前
に
配
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

『古
記
』
ク
～
サ
が

〈荒
序
〉
記
録
⑮
と
①
と
の
間
に
挿
入
さ
れ
る

こ
と
で
、
〈荒
序
〉
記
録
に
は
、　
一
つ
の
句
切
れ
が
生
じ
る
。
す
る
と
、

ク
～
サ
の
直
後
に
あ
り
、
朝
葛

へ
の

〈荒
序
〉
御
覧
に
対
抗
し
て
な
さ

れ
た
⑩
は
、
他
の
記
事
よ
り
も
そ
の
存
在
が
際
立

つ
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
逆
か
ら
い
え
ば
、
①
の
記
事
の
も

つ
意
味
を
知

っ
て
い
た

者
が
、
こ
の
記
事
に
着
目
し
、
ク
～
サ
を
こ
こ
に
挿
入
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
〈荒
序
〉
記
録
と
記
録
の
間
に
存
す

る
記
事
は
、
真
葛
流
に
と

っ
て
光
葛

・
朝
葛
の
流
れ
と
の
関
係
を
示
す

意
義
を
持

つ
記
録
の
前
、
あ
る
い
は
後
に
配
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

〔舞
譜
〕
裏
書
は
、
分
割
さ
れ
て

〈荒
序
〉
記
録
の
間
に
挿
入
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
う
し
た
形
に
分
割
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『古
記
』
の
ク
～
サ

・
ス
～
ツ
は
、
〔舞
譜
〕

裏
書
で
も
項
目
間
に
ほ
と
ん
ど
空
自
が
な
い
形
で
連
続
し
て
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
が

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も

っ
た
も
の
と
認
識
さ
れ

て
、
〔舞
譜
〕
裏
書
か
ら

『古
記
』

へ
と
書
き
写
さ
れ
た
と
考
え
て
も

差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
⑫
で
真
葛
の
所
作
記
録
が
終
わ
り
、
こ
の
後
に
は

〔舞
譜
〕

裏
書
の
残
り
の
項
ロ
ス
～
ツ
、
『教
訓
抄
』
と
類
似
し
た
テ

・
卜
が
あ

り
、
ヌ

「陵
王
相
伝
」
と
な
る
。

こ
の
ヌ

「陵
王
相
伝
」
は
、
狛
氏
で
の
真
葛

・
朝
葛
に
至
る

《陵

王
》
相
伝
の
系
譜
で
あ
る
。

陵
王
相
伝

生
年
百
十
五
。

従
浜
主
至
光
高
百
四
十
年
。
此
間
不
智
伝
。

此
間
、
大
友
信
正
可
有
伝
欺
、
不
分
明
。

助―
窃
―
光菅

１
真貞
一具
一
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こ
の
系
図
に
よ
る
と
、
光
葛
は
、
近
真
の
前
代
で
近
真
の
実
兄
で
も

あ
る
光
真
よ
り
相
伝
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
光
葛
は
近
真
の
臨
終

間
際
に
、
真
葛
と
と
も
に

〈荒
序
〉
を
伝
受
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
こ
に
は
何
ら
か
の
錯
誤
が
存
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
朝
葛
の

『
続
教
訓
抄
』
に
、
光
真
が
光
葛
を
養
子
と
し
て
家

の
口
伝
を
伝
え
た
、
と
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
光
真
か
ら
光
葛

ヘ

の
相
伝
は
朝
葛
の
認
識
と

一
致
す
る
も
の
と
い
え
、
誤
り
と
は
い
い
が

た
い
。
た
だ
し
、
光
真
か
ら
光
葛

へ
の
相
承
を
示
し
た
結
果
、
右
の
系
図
は
、

近
真
か
ら
真
葛
の
み
へ
相
伝
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
形
と
な
り
、
真

葛
が
近
真
の
唯

一
の
後
継
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
よ
う

な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

系
図
に
よ

っ
て
、
積
極
的
に
真
葛
の
正
統
性
を
示
そ
う
と
し
た
か
ど

う
か
は
不
明
な
が
ら
、
偶
然
の
結
果
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
近
真
か
ら

真
葛

へ
の
相
伝
が
意
識
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
ヌ
ま
で
で

『古
記
』
は
い
っ
た
ん
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
、

紙
背
の
年
記
か
ら
、
そ
れ
は
嘉
元
二
年
以
後
間
も
な
く
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
『古
記
』
が
真
葛
流
の
正
統
性
を
主

張
す
る
特
質
を
も

っ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
『古
記
』
の
成
立
は
、

真
葛
流
の
楽
統
の
継
承
と
関
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

Ｚつ
。真
葛
に
は
繁
真

・
季
真
の
二
子
が
あ
る
が
、
嫡
男
繁
真
は
真
葛
存
命

中
の
弘
安
元
年
に
、
二
十
五
才
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。
繁
真
の
子
久
繁

は
、
真
葛
の

「嫡
孫
」
と
し
て
、
永
仁
元
年

（
〓

一九
一こ

に
興
福
寺

威
儀
師
慶
誉
よ
り

「正
文
」
と
し
て
の

〈荒
序
〉
譜
を
与
え
ら
れ
て
い

る
が
、
正
安
二
年

（
〓
二
〇
〇
）
に
、
父
繁
真
と
同
じ
く
二
十
五
才
で

亡
く
な

っ
て
し
ま
う
。

久
繁
に
は
そ
の
跡
を
継
ぐ
べ
き
子
が
な
か

っ
た
よ
う
で
、
久
繁
没
後

の
真
葛
流
は
、
『
古
記
』
末
尾
に

〈荒
序
〉
所
作
記
録
を
の
せ
る
真
葛

第
二
子
の
季
真
が
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

『古
記
』
紙
背
の
年
記
は
、
久
繁
没
後
か
ら
四
年
を
経
て
い
る
の
で
、

『古
記
』
の
成
立
が
真
葛
流
の
継
承
と
関
わ

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
季

真

へ
の
楽
統
の
継
承
は
こ
の
頃
に
行
わ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
真

葛
流
は
久
繁
没
後
間
も
な
く
季
真

へ
と
相
承
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
四

年
を
経
て
か
ら

『古
記
』
を
編
む
べ
き
何
ら
か
の
理
由
が
生
じ
た
か
、

と
い
う
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
久
繁
の
没
年
と

『古
記
』
の

成
立
の
間
の
時
間
の
ず
れ
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
答
え
を

見
出
せ
な
い
。

『古
記
』
末
尾
の
ネ
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
季
真
に
よ
る

〈荒
序
〉
所
作
で
、
年
記
の
明
確
な
⑬
は

『古

記
』
紙
背
の
年
記
か
ら
十
二
年
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

⑭
⑮
の
記
事
に
は
年
記
が
な
い
た
め
、
『古
記
』
に
よ
る
限
り
い
つ

の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
馨
源
妙
』
の
記
事
を
参
照
す
る
と
、

年
時
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
『
古
記
』
⑭
⑮
と
、
対
応
す
る

『
護
源

抄
』
の
記
事
を
対
照
し
て
あ
げ
る
。

当
古
記
』
ネ

〈荒
序
〉
記
録
Ｆ
⑭



日
吉
塔
供
養
、
荒
序
ナ
リ
。
季
真
舞
、
八
方
。
楽
人
等
、
笛
、
景

朝
。
生
、
兼
秋
。
大
鼓
、
光
栄
。
鉦
鼓
、
真
仲
等
。

名
催
源
抄
』
巻
十
二

「代
々
公
私
荒
序
所
作
事
」

元
徳
元
年

（
〓
壬
一九
）
四
月
廿
三
日
、
日
吉
塔
供
養
。
荒
序
。

舞

〈季
真
。
第
二
、
八
方
。
〉
笙

〈兼
秋
、
第
六
度
〉
。
笛
、
景
朝
、

初
。
大
鼓
、
光
栄
。

名
古
記
』
ネ

〈荒
序
〉
記
録
Ｆ
⑮

（
マ
マ
）

旬
節
会
。
荒
序
ナ
リ
。
季
真
、
舞
。
楽
人
等
、
笛
、
景
光
。
生
、

龍
秋
。
大
鼓
、
光
栄
。
鉦
鼓
、
真
仲
以
下
。

島
健
源
抄
』
同

建
武
元
年

（
〓
壬
一一四
）
四
月
二
日
、
〈或
日
、　
一
日
、
依
雨
延

引
。
〉
内
裏
旬
節
会
。
荒
序
。
舞

〈季
真
。
八
方
。
破
二
切
。
〉
笙
、

〈龍
秋
。
、
四
十

四
才
。
器
、
太
子
丸
。
〉
笛

全
示
光
。
第
十

二

度
。
〉
大
鼓
、
光
栄
。
鉦
鼓
、
真
仲
。

⑭
⑮
と
も
に
、
『古
記
』
と

『證
源
妙
』
で
舞
人
、
楽
人
の
記
述
が

一
致
し
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
も
同
日
の
記
録
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
⑭
は
元
徳
元
年
四
月
二
十
三
日
、
⑮
は

建
武
元
年
四
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
、
『健
源
妙
』
で
の
季
真
の
所
作
に
対
す
る
注
記
か
ら
、
⑭
⑮

は
、
そ
れ
ぞ
れ
季
真
の
三
度
日
、
五
度
目
の

〈荒
序
〉
所
作
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

『
憎
源
妙
』
に
よ
れ
ば
、
季
真
の
六
度
目
の
所
作
は
①
の
五
ヶ
月
後

の
九
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
こ
れ
が

『
古
記
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
古
記
』
の
成
立
は
、
季
真
の
五
度
目
と
六
度
目

の
所
作
の
間
、
建
武
元
年
四
月
か
ら
九
月
の
間
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
所

作
よ
り
も
後
に
、
季
真
の
す
べ
て
の

〈荒
序
〉
所
作
の
な
か
か
ら
④
④

⑮
の
み
を
抽
出
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
『古
記
』
の
成
立

は
、
⑮
の
所
作
よ
り
後
の
建
武
元
年
以
降
と
考
え
て
お
き
た
い
。

と
も
あ
れ
ネ
の
記
録
は
、
季
真
が
真
葛
流
を
継
い
で
後
、
そ
の
正
統

な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
証
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
『古
記
』
末
尾
に

記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『古
記
』
は
、
既
述
の
よ
う
に
真
葛
流
の
正
統
性
を
支
え
る
性
格
を

も

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
真
葛
流
は
季
真
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
季
真
自
身
と

『
古
記
』
の
内
容
と
の
間
に
は
、
何
ら
か
の
関
連

が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
⑬
を
と
り
あ
げ
る
。

⑩
と
同
日
の
記
録
と
み
ら
れ
る
も
の
が

『健
源
妙
』
に
存
す
る
の
で
、

『古
記
』
の
記
事
と
あ
わ
せ
て
次
に
掲
出
す
る
。

ム
古
記
』
ネ

〈荒
序
〉
記
録
Ｆ
⑬

文
保
二
年
二
月
十
五
日
、
常
楽
法
花
会
。
荒
序
、
季
真
舞
。
楽
人

等
、
笙
、
修
秋
。
笛
、
景
光
。
大
鼓
、
兼
秋
。
鉦
鼓
、
季
賢
等
。

但
八
方
ナ
リ
。
入
舞
、
大
膝
突
、
破
、
二
反
ナ
リ
。

島
膿
源
抄
』

文
保
二
年
二
月
十
五
日
、
常
楽
会
、
別
当
大
乗
院
良
覚
。
荒
序
舞
。



明
。
相
伝
欺
之
間
、
舞
不
相
似
。
〉
笙

〈修
秋
、

〈景
光
、
第
五
度
〉
。
大
鼓

〈兼
秋
〉
。

八
方
。
但
不
分

第
三
度
〉
。
笛

『
饉
源
妙
』
の
季
真

へ
の
注
記
に
よ
り
、
⑬
が
季
真
の
初
め
て
の
所

作
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
時
に
季
真
は
五
十
三
才
で
あ

っ
た
。

『
古
記
』
に
関
係
す
る
人
々
の
初
め
て
の

〈荒
序
〉
所
作
が
、
真
葛
が

十
三
才
、
朝
葛
が
十
六
才
、
光
葛
は
二
人
に
比
し
て
遅
く
二
十
三
才
で

あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
最
初
の
所
作
と
し
て
は
非
常
に
遅
い
と

い
え
る
。

で
は
、
な
ぜ
五
十
三
才
に
至
る
ま
で
季
真
の

〈荒
序
〉
所
作
が
な

か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
真
葛
嫡
流
の
繁
真

・
久
繁
が
亡
く
な

っ
た
こ
と

に
よ
り
、
季
真
は
真
葛
嫡
流
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
季
真
が
真
葛
流

を
継
い
だ
後
も
、
光
葛
の
子
朝
葛
が
お
り
、
真
葛
が
正
応
元
年
に
亡
く

な

っ
た
後
は
、
季
真
の
初
度
の
所
作
で
あ
る
文
保
二
年
ま
で
の

〈荒

序
〉
所
作
は
、
朝
葛
が
独
占
し
て
い
る
。

季
真
は
、
真
葛
嫡
流
で
道
を
相
承
す
べ
き
者
が
絶
え
た
た
め
に
真
葛

流
を
継
い
だ
も
の
の
、
真
葛
よ
り
年
長
の
光
葛
の
流
れ
を
継
い
だ
朝
葛

が
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
ら
の
流
れ
よ
り
優
越
す
る
嫡
流
の
者

が
い
た
た
め
に
、
季
真
は

〈荒
序
〉
所
作
が
で
き
な
か

っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

『健
源
妙
』
の
傍
線
部
に
、
「
以
朝
葛
和
談
之
儀
、
舞
之
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
季
真
が
初
め
て

〈荒
序
〉
を
舞
う
に
あ
た
っ
て
は
、
朝
葛
と

事
前
に
何
ら
か
の
協
議
を
行

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

協
議
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
工

「書
置
」
を
参
考
に

す
れ
ば
、
こ
の

「
和
談
」
と
は
、
嫡
流
の
者
が
舞
う
べ
き

〈荒
序
〉
を
、

嫡
流
の
朝
葛
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
庶
流
に
あ
た
る
季
真
が

〈荒

序
〉
を
舞
う
こ
と
に
つ
い
て
、
朝
葛
の
了
解
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い

か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
朝
葛
が
季
真
の
所
作
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「衆
議
」
す
な
わ
ち
興
福
寺
僧
の
意
向
も
影
響
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
、
璽
曰置
」
に
よ

っ
て
、
季
真
の
状
況
を
説
明
す
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
工
は
真
葛
の

〈荒
序
〉
伝
受
、
所
作
の
正
統
性
を
主
張
す
る

も
の
と
し
て
の
意
味
づ
け
が
可
能
で
あ

っ
た
が
、
「書
置
」
（
３
）
に
あ

る
よ
う
に
、
家
を
継
ぐ
べ
き

「
子
々
孫
々
」
の
者
が
い
な
か

っ
た
た
め

に
家
を
継
ぎ
、
ま
た
家
を
継
い
で
後
も
嫡
流
の
者
が
い
た
た
め
に
、

〈荒
序
〉
の
所
作
を
し
な
か

っ
た

（許
さ
れ
な
か
っ
た
）
と
い
う
、
季
真

の
状
況
と
も
重
な
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

先
に
、
『古
記
』
の
真
葛
の

〈荒
序
〉
記
録
に
は
、
光
葛
の
子
で
あ

る
朝
葛

へ
の
対
抗
意
識
が
う
か
が
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
季
真
も

十
七
才
年
長
の
朝
葛
を
意
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

興
福
寺
所
蔵

『
大
乗
院
御
門
跡
御
文
庫
古
文
書
写
』
に
は
、
興
福
寺

末
寺
で
あ

っ
た
長
谷
寺
の
童
舞
で
の
陵
王
の
師
を
季
真
、
朝
葛
の
ど
ち

ら
が
務
め
る
か
に
つ
い
て
、
季
真
の
希
望
と
大
乗
院
の
意
向
な
ど
に
よ

り
、
季
真
を
童
舞
の
師
に
す
べ
き
と
定
め
た
由
の
御
教
書
が
見
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
季
真
も
朝
葛
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
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『古
記
』
は
、
兄
光
葛
と
朝
葛
に
対
す
る
真
葛
の
正
統
性
を
主
張
す

る
性
格
を
も

つ
と
指
摘
し
た
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
す
る
と
、

『古
記
』
の
内
容
は
、
真
葛
流
を
継
い
だ
季
真
自
身
の

〈荒
序
〉
所
作

や
伝
受
、
朝
葛
に
対
す
る
正
統
性
を
も
訴
え
る
も
の
と
も
な

っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
近
真
末
子

で
、
い
わ
ば
庶
流
的
存
在

で
あ

る
真
葛

の
正
統
性
を
主
張
す
る
近
真

の

「
書
置
」
を
も
ち
、
〈荒
序
〉

所
作
記
録

の
間
に

〔舞
譜
〕
裏
書
を
光
葛

・
朝
葛
と
の
対
照
が
き
わ
だ

つ
形
に
挿
入
し
た

『
古
記
』

の
編
纂
に
は
、
真
葛
流

の
嫡
孫
久
繁
没
後

の
正
安
二
年
以
降
に
そ
の
流
れ
を
相
承
し
た
季
真
が
関
与
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
古
記
』
は
、
真
葛
流

ひ
い
て
は
、
季
真

へ
と
至
る
流
れ

の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿

で
は
、
『
古
記
』

に

つ
い
て
検
討
し

て
き
た
が
、
そ
の

結
果
、
『
古
記
』
は
、
も
と
も
と

〔舞
譜
〕
裏
書
か
ら

〈荒
序
〉
所
作

記
録
を
抜
き
出
し
、
そ
こ
に
真
葛

の
所
作
を
書
き
継
い
で
い

っ
た
も
の

を
も
と
と
し
、
さ
ら
に

〈荒
序
〉
記
録
以
外

の

〔舞
譜
〕
裏
書
、
璽
曰

置
」
な
ど
を
加
え
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。あ

わ
せ
て
、
『
古
記
』

に
は
、

〔舞
譜
〕
以
後

の
記
録
や
、
家

の
正
統

性
を
主
張
す
る

「書
置
」
や
系
図
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『古
記
』
が
全
体
と
し
て
、
近
真
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
正
統
な
家
と
し

て
の
真
葛
流
、
ひ
い
て
は
真
葛
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
季
真
の
正
統
性
を

主
張
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味
を
も

つ
こ
と
も
推
定
し
た
。

前
稿
で
は
、
〔舞
譜
〕
か
ら

『舞
楽
手
記
』
が
生
成
し
て
い
く
過
程

に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
稿
で
の
考
察
と
併
せ
考
え
る
と
、
〔舞
譜
〕

は
、
表
に
存
す
る
楽
譜
が

『舞
楽
手
記
』
の
生
成
に
関
わ
り
、
そ
２
異

書
は

『古
記
』

へ
と
取
り
込
ま
れ
、
家
の
正
統
性
を
主
張
す
る
楽
書
の

母
胎
と
な

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を

〔舞
譜
〕
の
側
か
ら
考
え
れ
ば
、
表
書
と
裏
書
の
双
方
が
、

秘
伝
の
相
承
に
関
わ
る
楽
書
の
生
成
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
近

真
筆
の

〔舞
譜
〕
と
い
う
楽
書
が
、
近
真
以
降
の
楽
統
に
お
い
て
い
か

に
重
視
さ
れ
た
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

中
世
に
お
い
て
多
く
の
楽
書
が
編
ま
れ
る
が
、
楽
書
が
ど
の
よ
う
な

も
の
を
も
と
と
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
す
る
の
か
、
そ
の
生
成

の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

〔舞
譜
〕
と

「春
日
楽
書
」
中
の
二
つ
の
楽
書

『舞
楽
手
記
』
『
舞
楽

古
記
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
前
稿
及
び
本
稿
に
お
い
て
、
そ
う

し
た
楽
書
生
成
の
実
態
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
田
や
つ
。

さ
ら
に
は
、
近
真
の
遺
し
た
楽
書
を
中
核
に
、
そ
れ
を
母
胎
と
し
て
、

狛
氏
及
び
狛
氏
の
周
辺
で
あ
ら
た
な
楽
書
が
編
ま
れ
て
い
く
、
南
都
で

の
楽
書
生
成
の

一
端
を
も
示
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料

の
調
査

。
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ

っ
た
宮

内
庁
書
陵
部
、
春
日
大
社
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
は
じ

め
、
各
図
書
館

。
文
庫

の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（１
）
「春
日
楽
書
」
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』
（講
談
社
、

昭
和
六
二
年
、
「春
日
楽
書
」
項
は
、
福
島
和
夫
氏
執
筆
）、
平
出
久
雄
氏

「楽
所
補
任
私
考
」
「
東
洋
音
楽
研
究
』
二
、
昭
和

一
二
年
）、
福
島
和
夫
氏

「楽
人
補
任
と
そ
の
逸
文
に
つ
い
て
」
「
日
本
音
楽
史
叢
』
、
和
泉
書
院
、
平

成

一
九
年
、
初
出
昭
和
五
三
年
）、
「狛
近
真
の
臨
終
と
聖
宣
」
（同
書
、
初

出
昭
和
五
七
年
十

一
月
）
、
第
十
回
特
別
展
観
解
題
目
録

『中
世
の
音
楽
資

料
―
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
―
』
（上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室

〈現
上
野
学

園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
〉、
昭
和
六

一
年
）
、
櫻
井
利
佳
氏

「春
日
大
社

蔵

〔楽
記
〕
に
つ
い
て
、
付
、
紙
背

〔打
物
譜
〕
翻
刻
」
公
一松
学
舎
大
学

２‐
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『雅
楽

。
声
明
資
料
集
　
第
二
輯
』
、
平
成

一

九
年
）
等
参
照
。

（２
）
福
島
和
夫
氏

「春
日
楽
書
と
狛
系
楽
書
群
に
つ
い
て
」
（東
洋
音
楽
学
会

第
二
三
回
大
会
記
録
、
『東
洋
音
楽
研
究
』
四
八
、
昭
和
五
七
年
）、
注
１
櫻

井
氏
論
考
参
照
。

（３
）拙
稿

「宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『陵
王
荒
序
』
考
―

『教
訓
抄
』
と
の
関
連
に

つ
い
て
―
」
（池
上
洵

一
氏
編

『論
集
　
説
話
と
説
話
集
』
、
和
泉
書
院
、
平

成

一
三
年
）
、
「宮
内
庁
書
陵
部
蔵

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
―
解
題
と
翻
刻
―
」

「
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』

一
、
平
成

一
六
年
）
参
照
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵

部
に
お
い
て
本
舞
譜
は

『陵
王
荒
序
』
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
譜
の
内
容
か

ら

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
と
呼
称
す
る
。

（４
）
拙
稿

「秘
伝
の
相
承
と
楽
書
の
生
成

（１
）
―

〔羅
陵
王
舞
譜
〕
か
ら

『舞
楽
手
記
』

へ
―
」
「
詞
林
』
四
四
、
平
成
二
〇
年
）。

（５
）
近
真
の
息
へ
の

〈荒
序
〉
伝
授
の
経
緯
と
そ
こ
で
の
聖
宣
の
働
き
に
つ
い

て
は
、
前
掲
注
１
福
島
氏

「狛
近
真
の
臨
終
と
聖
宣
」
に
詳
し
い
。

（６
）前
掲
注
３
参
照
。

（７
）
「春
日
楽
書
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
１
参
照
。

（８
Ｙ
Ｌ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
田
安
徳
川
家
蔵
楽
書
目
録
―
そ
の
資
料
的
意
義
―
」

「
東
洋
音
楽
研
究
』
四

一
。
四
二
、
昭
和
五
二
年
）
に
解
題
が
あ
る
。

（９
）
前
掲
注
１
、
及
び
宮
崎
和
廣
氏

「『教
訓
抄
』
の
撰
述
資
料
に
つ
い
て
―

『楽
記
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（中
央
大
学

『大
学
院
研
究
年
報
』
二
〇
、
平
成

二
年
）、
な
お
、
前
掲
注
１

『中
世
の
音
楽
資
料
』
に
は
、
春
日
楽
書

（１
）

（２
）
（３
）
（５
）
の
伝
本
に
よ
る
対
照
表
が
付
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ

る
。
こ
の
表
は
、
注
１
櫻
井
氏
論
考
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

（１０
）
鈴
木
淳
氏

「
田
藩
文
庫
考
」
（国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
田
藩
文
庫
目
録

と
研
究
』
青
裳
堂
書
店
、
平
成

一
八
年
）。

（Ｉ
）
藤
原
重
雄
氏

「都
市
の
信
仰
―
像
内
納
入
品
に
み
る
奈
良
の
年
中
行
事

―
」
「
中
世
の
都
市
―
史
料
の
魅
力
，
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
東
京
大
学
出

版
会
、
平
成
二

一
年
）。

（‐２
）
前
掲
注
■
参
照
。

（‐３
）
た
だ
し
、
ア
③
は
春
日
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
内
閣
本
に
拠

っ
た
。

（‐４
）
（　
）
は
判
読
不
能
字
、
〔　
〕
は
残
画
に
よ
る
類
推
、
□
は
虫
損
を
あ

ら
わ
す
。

（‐５
）
前
掲
注
１
平
出
氏
論
考
参
照
。

（‐６
Ｖ
」
の
箇
所
は
春
日
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
内
閣
本
に
拠

っ
た
。

（‐７
）引
用
は
、
日
本
思
想
大
系

『古
代
中
世
芸
術
論
』
に
拠
る
。

（‐８
）
た
だ
し
⑬
で
は
、
三
者
の
う
ち
誰
も
奏
せ
ず
、
光
則
が
師
と
な
っ
て
教
え

-67-



た
忠
基
が
荒
序
の
笛
を
吹
い
て
い
る

（‐９
）⑩
①
に
も
そ
れ
ぞ
れ

「建
治
二
か
わ
る
」、
「弘
安
に
か
わ
る
」
と
の
注
記

が
あ
る
。

（２０
）
『罷
源
妙
』
の
引
用
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本
に
拠
る
。

（２．
）
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
１
福
島
氏
、
櫻
井
氏
論
考
、
注
４

拙
稿
参
照
。

（２２
）
『楽
所
補
任
』
寛
元
二
年
条
。

（２３
）
『罷
源
妙
』
巻
十
三

「代
々
公
私
荒
序
所
作
事
」。

（２４
）注
２３
に
同
じ
。

（２５
）注
２３
に
同
じ
。

（２６
）
順
良
房
聖
宣

『舞
楽
府
号
抄
』
に
、
「住
関
東
棄
職
」
と
あ
る
。

（２７
）注
２３
に
同
じ
。

（２８
）注
２３
に
同
じ
。

（２９
）注
２３
に
同
じ
。

（３０
）
正
し
く
は
、
弘
安
四
年
八
月
十
二
日

（コ

代
要
記
』
『
八
幡
愚
童
訓
』

『翌
源
妙
』
、
『続
史
愚
抄
』
な
ど
）
。
『古
記
』
の
日
付
は
、
次
の
⑩

「弘
安

七
年
四
月
五
日
」
か
ら
類
推
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（３‐
）
『勘
仲
記
』
『健
源
妙
』
に
よ
れ
ば
、
四
月
四
日
。

（３２
）
『健
源
妙
』
巻
十
三

「代
々
公
私
荒
序
所
作
事
」
弘
安
七
年
四
月
四
日
条
。

（３３
）
第
七
冊

「左
舞
伝
来
事
」。

（３４
）
日
本
古
典
全
集
本

『膿
源
妙
』
巻
十
三

「狛
氏
系
図
」
に
は

「敏
真
」
と

あ
る
が
、
狩
野
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
「繁
真
」
で
あ
る
。

（３５
）
『健
源
妙
』
巻
十
三

「狛
氏
系
図
」
に

「弘
安
元
三
廿
三
、
醍
醐
桜
会
時
、

被
討
了
。
廿
五
。
為
武
蔵
房
云
々
。
武
蔵
房
同
被
討
云
々
」
と
あ
る
。
『楽

所
狛
氏
大
系
図
』
も
同
内
容
を
記
す
。

（３６
）
「羅
陵
王
」
奥
書

（「春
日
楽
書
」
所
収

『輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
し
。

（３７
）注
３５
に
同
じ
。
「正
安
二
十
五
死
。
廿
五
。
為
盗
人
」。

（３８
）注
２３
に
同
じ
。

（３９
）注
２３
に
同
じ
。

（４０
）注
２３
に
同
じ
。

（４‐
）
注
２３
に
同
じ
。

（４２
）
『大
乗
院
御
門
跡
御
文
庫
古
文
書
写
』
（末
柄
豊

「興
福
寺
所
蔵

『大
乗

院
御
門
跡
御
文
庫
古
文
書
写
ヒ

科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

『
興
福
寺
旧
蔵
文
書
に
よ
る
古
文
書
と
古
記
録
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
史
料

学
的
研
究
』
所
収
、
〔研
究
代
表
者

¨
安
田
次
郎
、
平
成
二
〇
年
し

に
は
、

呂
‐‐
‐‐
□
季
真
為
当
睡
家
譜
代
御
坊
人
由
事
」
と
い
う
、
季
真
と
興
福
寺
大

乗
院
と
の
関
連
を
示
す
記
述
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
本
史
料
の
存
在
に
つ
い

て
は
福
島
和
夫
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（４３
）前
掲
注
４２
参
照
。
当
該
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
成
費
堂
文
庫
本

大
乗
院
文
書
古
文
書
五

一
を
書
写
し
た
も
の
か
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
該
当

す
る
か
と
思
わ
れ
る

「興
福
寺
伶
人
争
論
記
録
其
他
」
は
、
現
在
欠
本
で
あ

る

（荻
野
三
七
彦
編

『
「大
乗
院
文
書
」
の
解
題
的
研
究
と
目
録
』
（財
団
法

人
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
、
昭
和
六
〇
年
）。

〈付
記
〉
本
稿
は
、
平
成
二
十

一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（２
０
８
２
０
０

５
７
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
な
か
は
ら

ｏ
か
な
え
　
神
戸
学
院
大
学
准
教
授
）
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係
系
図
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